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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスを用いて、前記モバイルデバイスの1つまたは複数のワイヤレスモデ
ムを使用して確立されたワイヤレス通信チャネルを介して第1のアプリケーションから第1
のフォーマットのマルチメディアコンテンツを受信するステップと、
　制御ユニット内のリソースのステータスを示すリソースデータを判断するステップと、
　前記リソースデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断するス
テップと、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記第1のフォーマットと第2のフォーマットとの
間の前記モバイルデバイス内のマルチメディアブリッジを構成するステップであって、前
記第2のフォーマットが、第2のアプリケーションによってサポートされる、構成するステ
ップと、
　前記モバイルデバイスの前記構成されたマルチメディアブリッジを用いて、前記マルチ
メディアコンテンツの一部分を受信することと同時に前記マルチメディアコンテンツを前
記第1のフォーマットから前記第2のフォーマットに変換するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記マルチメディアコンテンツを変換するステップが、実質的にリアルタイムに前記マ
ルチメディアコンテンツを前記第1のフォーマットから前記第2のフォーマットに変換する
ステップを含む、請求項1に記載の方法。
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【請求項３】
　前記ワイヤレス通信チャネルが第1のワイヤレス通信チャネルを含み、
　前記方法が、前記1つまたは複数のワイヤレスモデムを用いて、第2のワイヤレス通信チ
ャネルを介して前記変換されたマルチメディアコンテンツを前記第2のアプリケーション
に転送するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記マルチメディアコンテンツの前記第1のフォーマットに関係するパラメータを定義
する前記マルチメディアコンテンツに関連するヘッダデータを判断するステップと、
　前記ヘッダデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断するステ
ップと
をさらに含み、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するステップ
が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部
分を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コンテ
ンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュー
ルのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複数
とインターフェースするステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するステップ
が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部
分を与えるように前記制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コ
ンテンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジ
ュールのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは
複数とインターフェースするステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1のアプリケーションおよび前記第2のアプリケーションのうちの1つまたは複数
に関連するプロファイルデータを判断するステップと、
　前記プロファイルデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断す
るステップと
をさらに含み、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するステップ
が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部
分を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コンテ
ンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュー
ルのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複数
とインターフェースするステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ワイヤレス通信チャネルが第1のワイヤレス通信チャネルを含み、
　前記方法が、
　前記第1のアプリケーションデバイスと通信するための前記1つまたは複数のワイヤレス
モデムによって確立された前記第1のワイヤレス通信チャネル、および前記第2のアプリケ
ーションと通信するための前記1つまたは複数のワイヤレスモデムによって確立された第2
のワイヤレス通信チャネルのうちの1つまたは複数に関連するチャネルデータを判断する
ステップであって、前記チャネルデータが、前記第1のワイヤレス通信チャネルおよび前
記第2のワイヤレス通信チャネルのうちの1つまたは複数に関連する特性のセットを定義す
る、判断するステップと、
　前記チャネルデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断するス
テップと
をさらに含み、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するステップ
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が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部
分を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コンテ
ンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュー
ルのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複数
とインターフェースするステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記チャネルデータを判断するステップが、前記制御ユニット内に含まれるマルチメデ
ィア管理システム(MMS)のリンク管理プロトコル(LMP)モジュールを用いて前記チャネルデ
ータを判断するステップを含み、
　前記方法が、
　前記1つまたは複数のワイヤレスモデムを用いて、前記第2のアプリケーションと通信す
るために前記第2のワイヤレス通信チャネルを確立するステップと、
　前記LMPモジュールを用いて、前記チャネルデータに基づいて前記1つまたは複数のワイ
ヤレスモデムを構成するステップと、
　前記構成された1つまたは複数のワイヤレスモデムを用いて、前記受信されたマルチメ
ディアコンテンツを前記第2のアプリケーションに転送するステップと
をさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記チャネルデータが、ビット誤り率(BER)、信号対雑音比(SNR)、および前方誤り訂正
(FEC)強度のうちの1つまたは複数を含み、
　前記方法が、
　前記第1のワイヤレス通信チャネルを介して前記マルチメディアコンテンツを受信する
ために必要な帯域幅レベルを判断するステップと、
　前記第1のワイヤレス通信チャネルを介して前記マルチメディアコンテンツを受信する
ときの誤り率を判断するステップと、
　前記チャネルデータに基づいて前記判断された誤り率とともに前記判断された帯域幅レ
ベルを与える構成パラメータを判断するステップと、
　前記判断された構成パラメータに従って前記1つまたは複数のワイヤレスモデムのうち
の少なくとも1つを構成するために前記1つまたは複数のワイヤレスモデムとインターフェ
ースするステップと
をさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項１０】
　前記マルチメディアコンテンツを変換するステップが、前記第1のフォーマットから前
記第2のフォーマットへの前記マルチメディアコンテンツの部分的または完全な再カプセ
ル化を行うステップを含み、再カプセル化が、前記第2のフォーマットの前記マルチメデ
ィアコンテンツの異なるヘッダデータを生成するように、前記第1のフォーマットの前記
マルチメディアコンテンツのヘッダデータを調整するステップを含む、請求項1に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記マルチメディアコンテンツを変換するステップは、前記第2のフォーマットでの符
号化のレートが前記第1のフォーマットでの符号化のレートとは異なるように前記マルチ
メディアコンテンツを前記第2のフォーマットで再符号化するために、前記マルチメディ
アコンテンツをトランスレーティングするステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記マルチメディアコンテンツを変換するステップが、第1のコーディング規格に準拠
するデコーダを使用して前記マルチメディアコンテンツを復号することと、前記第1のコ
ーディング規格とは異なる第2のコーディング規格に準拠するエンコーダを使用して前記
マルチメディアコンテンツを再符号化することとを行うように、前記マルチメディアコン
テンツをトランスコードするステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するステップ
が、制御ユニット内に含まれるマルチメディア管理システム(MMS)のマルチメディア交換
プロトコル(MEP)モジュールを用いて、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記第1のフ
ォーマットと第2のフォーマットとの間の前記マルチメディアブリッジを与えるように前
記制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コンテンツエディタモ
ジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュールのうちの1つ
または複数を構成するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第1のフォーマットおよび前記第2のフォーマットがそれぞれ、Moving　Pictures　
Expert　Group(MPEG)4, part 14フォーマット、リアルタイム転送プロトコル(RTP)フォー
マット、3GPと呼ばれるMPEG-4フォーマットの簡略版、Advanced　Systems Format(ASF)、
Advanced　Video　Interleave(AVI)フォーマット、DivX　Media　Format(DMF)、Enhanced
　Video　Object(EVO)フォーマット、およびフラッシュビデオフォーマットおよびStream
　Control　Transmission　Protocol(SCTP)フォーマットのうちの1つを含む、請求項13に
記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信チャネルを介して第1のアプリケーションから第1のフォーマットのマル
チメディアコンテンツを受信する1つまたは複数のワイヤレスモデムと、
　制御ユニット内のリソースのステータスを示すリソースデータを判断し、前記リソース
データに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断し、前記ブリッジ構成
パラメータに従って前記第1のフォーマットと第2のフォーマットとの間のマルチメディア
ブリッジを与えるように制御ユニットを構成するマルチメディア管理システム(MMS)を含
む制御ユニットであって、前記第2のフォーマットが第2のアプリケーションによってサポ
ートされる、制御ユニットとを含み、
　前記構成されたマルチメディアブリッジは、前記1つまたは複数のワイヤレスモデムが
前記マルチメディアコンテンツの一部分を受信することと同時に前記マルチメディアコン
テンツを前記第1のフォーマットから前記第2のフォーマットに変換する、モバイルデバイ
ス。
【請求項１６】
　前記構成されたマルチメディアブリッジが、実質的にリアルタイムに前記マルチメディ
アコンテンツを前記第1のフォーマットから前記第2のフォーマットに変換する、請求項15
に記載のモバイルデバイス。
【請求項１７】
　前記ワイヤレス通信チャネルが第1のワイヤレス通信チャネルを含み、
　前記1つまたは複数のワイヤレスモデムが、第2のワイヤレス通信チャネルを介して前記
変換されたマルチメディアコンテンツを前記第2のアプリケーションに転送する、請求項1
5に記載のモバイルデバイス。
【請求項１８】
　前記制御ユニットが、エンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュールと、コンテンツエ
ディタモジュールと、プリプロセッサモジュールと、ポストプロセッサモジュールとを含
み、
　前記MMSが、前記マルチメディアコンテンツの前記第1のフォーマットに関係するパラメ
ータを定義する前記マルチメディアコンテンツに関連するヘッダデータを判断し、前記ヘ
ッダデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断し、前記ブリッジ
構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部分を与えるように
前記制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コンテンツエディタ
モジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュールのうちの1
つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複数とインター
フェースする、請求項15に記載のモバイルデバイス。
【請求項１９】
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　前記制御ユニットが、エンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュールと、コンテンツエ
ディタモジュールと、プリプロセッサモジュールと、ポストプロセッサモジュールとを含
み、
　前記MMSがさらに、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジ
の少なくとも一部分を与えるように前記制御ユニットの前記エンコーダ/デコーダ(コーデ
ック)モジュール、前記コンテンツエディタモジュール、前記プリプロセッサモジュール
、および前記ポストプロセッサモジュールのうちの1つまたは複数を構成するために、前
記モジュールのうちの前記1つまたは複数とインターフェースする、請求項15に記載のモ
バイルデバイス。
【請求項２０】
　前記制御ユニットが、エンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュールと、コンテンツエ
ディタモジュールと、プリプロセッサモジュールと、ポストプロセッサモジュールとを含
み、
　前記MMSがさらに、前記第1のアプリケーションおよび前記第2のアプリケーションのう
ちの1つまたは複数に関連するプロファイルデータを判断し、前記プロファイルデータに
基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断し、前記ブリッジ構成パラメー
タに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部分を与えるように前記制御ユニ
ットの前記エンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、前記コンテンツエディタモジ
ュール、前記プリプロセッサモジュール、および前記ポストプロセッサモジュールのうち
の1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複数とインタ
ーフェースする、請求項15に記載のモバイルデバイス。
【請求項２１】
　前記ワイヤレス通信チャネルが第1のワイヤレス通信チャネルを含み、
　前記制御ユニットが、エンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュールと、コンテンツエ
ディタモジュールと、プリプロセッサモジュールと、ポストプロセッサモジュールとを含
み、
　前記MMSがさらに、前記第1のアプリケーションデバイスと通信するための前記1つまた
は複数のワイヤレスモデムによって確立された前記第1のワイヤレス通信チャネル、およ
び前記第2のアプリケーションと通信するための前記1つまたは複数のワイヤレスモデムに
よって確立された第2のワイヤレス通信チャネルのうちの1つまたは複数に関連するチャネ
ルデータであって、前記第1のワイヤレス通信チャネルおよび前記第2のワイヤレス通信チ
ャネルのうちの1つまたは複数に関連する特性のセットを定義するチャネルデータを判断
し、前記チャネルデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断し、
前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部分を
与えるように前記制御ユニットの前記エンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、前
記コンテンツエディタモジュール、前記プリプロセッサモジュール、および前記ポストプ
ロセッサモジュールのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの
前記1つまたは複数とインターフェースする、請求項15に記載のモバイルデバイス。
【請求項２２】
　前記MMSが、前記チャネルデータを判断するリンク管理プロトコル(LMP)モジュールを含
み、
　前記1つまたは複数のワイヤレスモデムが、前記第2のアプリケーションと通信するため
に前記第2のワイヤレス通信チャネルを確立し、
　前記LMPモジュールが、前記チャネルデータに基づいて前記1つまたは複数のワイヤレス
モデムのうちの少なくとも1つを構成し、
　前記ワイヤレスモデムのうちの前記構成された少なくとも1つが、前記受信されたマル
チメディアコンテンツを前記第2のアプリケーションに転送する、請求項21に記載のモバ
イルデバイス。
【請求項２３】
　前記チャネルデータが、ビット誤り率(BER)、信号対雑音比(SNR)、および前方誤り訂正
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(FEC)強度のうちの1つまたは複数を含み、
　前記MMSが、前記第1のワイヤレス通信チャネルを介して前記マルチメディアコンテンツ
を受信するために必要な帯域幅レベルを判断し、前記第1のワイヤレス通信チャネルを介
して前記マルチメディアコンテンツを受信するときの誤り率を判断し、前記チャネルデー
タに基づいて前記判断された誤り率とともに前記判断された帯域幅レベルを与える構成パ
ラメータを判断し、前記判断された構成パラメータに従って前記1つまたは複数のワイヤ
レスモデムのうちの少なくとも1つを構成するために前記1つまたは複数のワイヤレスモデ
ムとインターフェースする、請求項22に記載のモバイルデバイス。
【請求項２４】
　前記構成されたマルチメディアブリッジが、前記第1のフォーマットから前記第2のフォ
ーマットへの前記マルチメディアコンテンツの部分的または完全な再カプセル化を行い、
再カプセル化が、前記第2のフォーマットの前記マルチメディアコンテンツの異なるヘッ
ダデータを生成するように、前記第1のフォーマットの前記マルチメディアコンテンツの
ヘッダデータを調整することを含む、請求項15に記載のモバイルデバイス。
【請求項２５】
　前記構成されたマルチメディアブリッジは、前記第2のフォーマットでの符号化のレー
トが前記第1のフォーマットでの符号化のレートとは異なるように前記マルチメディアコ
ンテンツを前記第2のフォーマットで再符号化するために、前記マルチメディアコンテン
ツをトランスレーティングする、請求項15に記載のモバイルデバイス。
【請求項２６】
　前記構成されたマルチメディアブリッジが、第1のコーディング規格に準拠するデコー
ダを使用して前記マルチメディアコンテンツを復号することと、前記第1のコーディング
規格とは異なる第2のコーディング規格に準拠するエンコーダを使用して前記マルチメデ
ィアコンテンツを再符号化することとを行うように、前記マルチメディアコンテンツをト
ランスコードする、請求項15に記載のモバイルデバイス。
【請求項２７】
　前記制御ユニットが、エンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュールと、コンテンツエ
ディタモジュールと、プリプロセッサモジュールと、ポストプロセッサモジュールとを含
み、
　前記MMSが、前記第1のフォーマットと第2のフォーマットとの間の前記マルチメディア
ブリッジを与えるように前記制御ユニットの前記エンコーダ/デコーダ(コーデック)モジ
ュール、前記コンテンツエディタモジュール、前記プリプロセッサモジュール、および前
記ポストプロセッサモジュールのうちの1つまたは複数を構成するマルチメディア交換プ
ロトコル(MEP)モジュールを含む、請求項15に記載のモバイルデバイス。
【請求項２８】
　前記第1のフォーマットおよび前記第2のフォーマットがそれぞれ、Moving　Pictures　
Expert　Group(MPEG)4,　part　14フォーマット、リアルタイム転送プロトコル(RTP)フォ
ーマット、3GPと呼ばれるMPEG-4フォーマットの簡略版、Advanced　Systems　Format(ASF
)、Advanced　Video　Interleave(AVI)フォーマット、DivX　Media　Format(DMF)、Enhan
ced　Video　Object(EVO)フォーマット、およびフラッシュビデオフォーマットおよびStr
eam　Control　Transmission　Protocol(SCTP)フォーマットのうちの1つを含む、請求項2
7に記載のモバイルデバイス。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信チャネルを介して第1のアプリケーションから第1のフォーマットのマル
チメディアコンテンツを受信するための通信手段と、
　制御ユニット内のリソースのステータスを示すリソースデータを判断するための手段と
、
　前記リソースデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断するた
めの手段と、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記第1のフォーマットと第2のフォーマットとの
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間のマルチメディアブリッジを構成するための手段であって、前記第2のフォーマットが
、前記第1のアプリケーションとは異なる第2のアプリケーションによってサポートされる
、構成するための手段と、
　前記構成されたマルチメディアブリッジを用いて、前記マルチメディアコンテンツの一
部分を受信することと同時に前記マルチメディアコンテンツを前記第1のフォーマットか
ら前記第2のフォーマットに変換するための手段と
を含むモバイルデバイス。
【請求項３０】
　前記マルチメディアコンテンツを変換するための前記手段が、実質的にリアルタイムに
前記マルチメディアコンテンツを前記第1のフォーマットから前記第2のフォーマットに変
換するための手段を含む、請求項29に記載のモバイルデバイス。
【請求項３１】
　前記ワイヤレス通信チャネルが第1のワイヤレス通信チャネルを含み、
　前記通信手段が、第2のワイヤレス通信チャネルを介して前記変換されたマルチメディ
アコンテンツを前記第2のアプリケーションに転送するための手段を含む、請求項29に記
載のモバイルデバイス。
【請求項３２】
　前記マルチメディアコンテンツの前記第1のフォーマットに関係するパラメータを定義
する前記マルチメディアコンテンツに関連するヘッダデータを判断するための手段と、
　前記ヘッダデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断するため
の手段と
をさらに含み、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するための前
記手段が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくと
も一部分を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、
コンテンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモ
ジュールのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまた
は複数とインターフェースするための手段を含む、請求項29に記載のモバイルデバイス。
【請求項３３】
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するための前
記手段が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくと
も一部分を与えるように前記制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュー
ル、コンテンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッ
サモジュールのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つ
または複数とインターフェースするための手段を含む、請求項29に記載のモバイルデバイ
ス。
【請求項３４】
　前記第1のアプリケーションおよび前記第2のアプリケーションのうちの1つまたは複数
に関連するプロファイルデータを判断するための手段と、
　前記プロファイルデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断す
るための手段と
をさらに含み、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するための前
記手段が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくと
も一部分を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、
コンテンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモ
ジュールのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまた
は複数とインターフェースするための手段を含む、請求項29に記載のモバイルデバイス。
【請求項３５】
　前記ワイヤレス通信チャネルが第1のワイヤレス通信チャネルを含み、
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　前記モバイルデバイスが、
　前記第1のアプリケーションデバイスと通信するための前記通信手段によって確立され
た前記第1のワイヤレス通信チャネル、および前記第2のアプリケーションと通信するため
の前記通信手段によって確立された第2のワイヤレス通信チャネルのうちの1つまたは複数
に関連するチャネルデータを判断するための手段であって、前記チャネルデータが、前記
第1のワイヤレス通信チャネルおよび前記第2のワイヤレス通信チャネルのうちの1つまた
は複数に関連する特性のセットを定義する、判断するための手段と、
　前記チャネルデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断するた
めの手段と
をさらに含み、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するための前
記手段が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくと
も一部分を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、
コンテンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモ
ジュールのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまた
は複数とインターフェースするための手段を含む、請求項29に記載のモバイルデバイス。
【請求項３６】
　前記チャネルデータを判断するための前記手段が、前記制御ユニット内に含まれるマル
チメディア管理システム(MMS)のリンク管理プロトコル(LMP)モジュールを含み、
　前記通信手段が、前記第2のアプリケーションと通信するために前記第2のワイヤレス通
信チャネルを確立し、
　前記LMPモジュールが、前記チャネルデータに基づいて前記通信手段を構成し、
　前記構成された通信手段が、前記受信されたマルチメディアコンテンツを前記第2のア
プリケーションに転送する、請求項35に記載のモバイルデバイス。
【請求項３７】
　前記チャネルデータが、ビット誤り率(BER)、信号対雑音比(SNR)、および前方誤り訂正
(FEC)強度のうちの1つまたは複数を含み、
　前記モバイルデバイスが、
　前記第1のワイヤレス通信チャネルを介して前記マルチメディアコンテンツを受信する
ために必要な帯域幅レベルを判断するための手段と、
　前記第1のワイヤレス通信チャネルを介して前記マルチメディアコンテンツを受信する
ときの誤り率を判断するための手段と、
　前記チャネルデータに基づいて前記判断された誤り率とともに前記判断された帯域幅レ
ベルを与える構成パラメータを判断するための手段と、
　前記判断された構成パラメータに従って前記1つまたは複数のワイヤレスモデムのうち
の少なくとも1つを構成するために前記1つまたは複数のワイヤレスモデムとインターフェ
ースするための手段と
をさらに含む、請求項35に記載のモバイルデバイス。
【請求項３８】
　前記マルチメディアコンテンツを変換するための前記手段が、前記第1のフォーマット
から前記第2のフォーマットへの前記マルチメディアコンテンツの部分的または完全な再
カプセル化を行うための手段を含み、再カプセル化が、前記第2のフォーマットの前記マ
ルチメディアコンテンツの異なるヘッダデータを生成するように、前記第1のフォーマッ
トの前記マルチメディアコンテンツのヘッダデータを調整することを含む、請求項29に記
載のモバイルデバイス。
【請求項３９】
　前記マルチメディアコンテンツを変換するための前記手段は、前記第2のフォーマット
での符号化のレートが前記第1のフォーマットでの符号化のレートとは異なるように前記
マルチメディアコンテンツを前記第2のフォーマットで再符号化するために、前記マルチ
メディアコンテンツをトランスレーティングするための手段を含む、請求項29に記載のモ



(9) JP 5448106 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

バイルデバイス。
【請求項４０】
　前記マルチメディアコンテンツを変換するための前記手段が、第1のコーディング規格
に準拠するデコーダを使用して前記マルチメディアコンテンツを復号することと、前記第
1のコーディング規格とは異なる第2のコーディング規格に準拠するエンコーダを使用して
前記マルチメディアコンテンツを再符号化することとを行うように、前記マルチメディア
コンテンツをトランスコードするための手段を含む、請求項29に記載のモバイルデバイス
。
【請求項４１】
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジを構成するための前
記手段が、前記ブリッジ構成パラメータに従って前記第1のフォーマットと第2のフォーマ
ットとの間の前記マルチメディアブリッジを与えるように制御ユニットのエンコーダ/デ
コーダ(コーデック)モジュール、コンテンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュ
ール、およびポストプロセッサモジュールのうちの1つまたは複数を構成する、前記制御
ユニット内に含まれるマルチメディア管理システム(MMS)のマルチメディア交換プロトコ
ル(MEP)モジュールを含む、請求項29に記載のモバイルデバイス。
【請求項４２】
　前記第1のフォーマットおよび前記第2のフォーマットがそれぞれ、Moving　Pictures　
Expert　Group(MPEG)4,　part　14フォーマット、リアルタイム転送プロトコル(RTP)フォ
ーマット、3GPと呼ばれるMPEG-4フォーマットの簡略版、Advanced　Systems　Format(ASF
)、Advanced　Video　Interleave(AVI)フォーマット、DivX　Media　Format(DMF)、Enhan
ced　Video　Object(EVO)フォーマット、およびフラッシュビデオフォーマットおよびStr
eam　Control　Transmission　Protocol(SCTP)フォーマットのうちの1つを含む、請求項4
1に記載のモバイルデバイス。
【請求項４３】
　モバイルデバイスの1つまたは複数のプロセッサに、
　1つまたは複数のワイヤレスモデムによってワイヤレス通信チャネルを介して第1のアプ
リケーションから第1のフォーマットのマルチメディアコンテンツを受信することと、
　制御ユニット内のリソースのステータスを示すリソースデータを判断することと、
　前記リソースデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断するこ
とと、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記第1のフォーマットと第2のフォーマットとの
間のマルチメディアブリッジを構成することであって、前記第2のフォーマットが、前記
第1のアプリケーションとは異なる第2のアプリケーションによってサポートされる、構成
することと、
　前記構成されたマルチメディアブリッジを用いて、前記マルチメディアコンテンツの一
部分を受信することと同時に前記マルチメディアコンテンツを前記第1のフォーマットか
ら前記第2のフォーマットに変換することと
を行わせる命令を含む、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項４４】
　前記命令がさらに、前記モバイルデバイスの前記1つまたは複数のプロセッサに、実質
的にリアルタイムに前記マルチメディアコンテンツを前記第1のフォーマットから前記第2
のフォーマットに変換させる、請求項43に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項４５】
　前記ワイヤレス通信チャネルが第1のワイヤレス通信チャネルを含み、
　前記命令がさらに、前記モバイルデバイスの前記1つまたは複数のプロセッサに、前記1
つまたは複数のワイヤレスモデムを用いて、第2のワイヤレス通信チャネルを介して前記
変換されたマルチメディアコンテンツを前記第2のアプリケーションに転送させる、請求
項43に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項４６】
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　前記命令がさらに、前記モバイルデバイスの前記1つまたは複数のプロセッサに、
　前記マルチメディアコンテンツの前記第1のフォーマットに関係するパラメータを定義
する前記マルチメディアコンテンツに関連するヘッダデータを判断することと、
　前記ヘッダデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断すること
と、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部分
を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コンテン
ツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュール
のうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複数と
インターフェースすることと
を行わせる、請求項43に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項４７】
　前記命令がさらに、前記モバイルデバイスの前記1つまたは複数のプロセッサに、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部分
を与えるように前記制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コン
テンツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュ
ールのうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複
数とインターフェースすることを行わせる、請求項43に記載のコンピュータ読み取り可能
な記憶媒体。
【請求項４８】
　前記命令がさらに、前記モバイルデバイスの前記1つまたは複数のプロセッサに、
　前記第1のアプリケーションおよび前記第2のアプリケーションのうちの1つまたは複数
に関連するプロファイルデータを判断することと、
　前記プロファイルデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断す
ることと、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部分
を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コンテン
ツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュール
のうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複数と
インターフェースすることと
を行わせる、請求項43に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項４９】
　前記ワイヤレス通信チャネルが第1のワイヤレス通信チャネルを含み、
　前記命令がさらに、前記モバイルデバイスの前記1つまたは複数のプロセッサに、
　前記第1のアプリケーションデバイスと通信するための前記1つまたは複数のワイヤレス
モデムによって確立された前記第1のワイヤレス通信チャネル、および前記第2のアプリケ
ーションと通信するための前記1つまたは複数のワイヤレスモデムによって確立された第2
のワイヤレス通信チャネルのうちの1つまたは複数に関連するチャネルデータを判断する
ことであって、前記チャネルデータが、前記第1のワイヤレス通信チャネルおよび前記第2
のワイヤレス通信チャネルのうちの1つまたは複数に関連する特性のセットを定義する、
判断することと、
　前記チャネルデータに基づいて1つまたは複数のブリッジ構成パラメータを判断するこ
とと、
　前記ブリッジ構成パラメータに従って前記マルチメディアブリッジの少なくとも一部分
を与えるように制御ユニットのエンコーダ/デコーダ(コーデック)モジュール、コンテン
ツエディタモジュール、プリプロセッサモジュール、およびポストプロセッサモジュール
のうちの1つまたは複数を構成するために、前記モジュールのうちの前記1つまたは複数と
インターフェースすることと
を行わせる、請求項43に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項５０】
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　前記チャネルデータが、ビット誤り率(BER)、信号対雑音比(SNR)、および前方誤り訂正
(FEC)強度のうちの1つまたは複数を含み、
　前記命令がさらに、前記モバイルデバイスの前記1つまたは複数のプロセッサに、
　前記第1のワイヤレス通信チャネルを介して前記マルチメディアコンテンツを受信する
ために必要な帯域幅レベルを判断することと、
　前記第1のワイヤレス通信チャネルを介して前記マルチメディアコンテンツを受信する
ときの誤り率を判断することと、
　前記チャネルデータに基づいて前記判断された誤り率とともに前記判断された帯域幅レ
ベルを与える構成パラメータを判断することと、
　前記判断された構成パラメータに従って前記1つまたは複数のワイヤレスモデムのうち
の少なくとも1つを構成するために前記1つまたは複数のワイヤレスモデムとインターフェ
ースすることと
を行わせる、請求項49に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、2009年1月29日に出願
された米国仮出願第61/148,152号の利益を主張する。
【０００２】
　本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全文が参照により本明細書に組み込まれる
、本出願と同日に出願された、(一時的に代理人整理番号第081268U2号によって参照され
る)「Link Management for Multimedia Content Mobility」と題する米国特許出願と関連
する。
【０００３】
　本開示は、マルチメディアコンテンツに関し、より詳細には、デバイス間でマルチメデ
ィアコンテンツを転送するための技法に関する。
【背景技術】
【０００４】
　マルチメディアエコシステムは、マルチメディアファイルフォーマットの特定のセット
を使用して互いの間でマルチメディアコンテンツを通信するいくつかのマルチメディアデ
バイスを含み得る。ワイヤレスネットワークの最近の増加とともに、マルチメディアファ
イルフォーマットの多くは、これらのワイヤレスネットワークを介した通信を可能にする
ように発展してきた。ワイヤレスネットワークを介して互いの間でマルチメディアコンテ
ンツを通信するためのマルチメディアファイルフォーマットの同じセットをそれぞれ実装
するマルチメディアデバイスは、ワイヤレスマルチメディアエコシステムと呼ばれ得るも
のを形成し得る。ワイヤレスマルチメディアエコシステムのこれらのマルチメディアデバ
イスは、1つまたは複数のワイヤレスネットワークを介して通信するために、特定のタイ
プのワイヤレスモデムを含み得る。
【０００５】
　マルチメディアコンテンツをワイヤレスに転送するためのいくつかの異なるタイプのモ
デムが存在する。例示的なワイヤレスモデムは、ワイヤレスパーソナルエリアネットワー
ク(WPAN)モデム(たとえば、Bluetooth(登録商標)モデム)、セルラーモデム(たとえば、Un
iversal Mobile Telecommunications SystemすなわちUMTSモデム、Global Systems for M
obile communicationsすなわちGSMモデム、High-Speed Downlink Packet Accessすなわち
HSDPAモデム、およびHigh-Speed Uplink Packet AccessすなわちHSUPAモデム)、ワイヤレ
スワイドエリアネットワーク(WWAN)モデム(たとえば、Worldwide Inter-operability for
 Microwave AccessすなわちWiMaxモデム)、およびワイヤレスローカルエリアネットワー
ク(WLAN)モデム(たとえば、Wi-Fi(登録商標)モデムまたは米国電気電子技術者協会すなわ
ちIEEE 802.11規格セットに準拠する他のモデム)を含む。これらの様々なモデムの各々は
、様々な形態およびレベルの前方誤り訂正(FEC)を実装し、様々なワイヤレス通信チャネ
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ルを介して通信し、様々なレベルの電力を消費し得る。
【０００６】
　さらに、マルチメディアコンテンツをセグメント化し、カプセル化するためのいくつか
の異なるマルチメディアファイルフォーマットが存在する。マルチメディアファイルフォ
ーマットは、マルチメディアコンテンツあるいは特定のコンテナまたはラッパーファイル
フォーマットを符号化するために使用される固有のトランスポートおよび/またはアプリ
ケーションレイヤプロトコルを含み得る。しばしば、これらの異なるファイルフォーマッ
トは、ストリーミングマルチメディアコンテンツなど、特定のアプリケーションに固有で
あり得る。たとえば、デスクトップコンピュータは、これらのストリーミングアプリケー
ションのための、Moving Pictures Expert Group(MPEG)4, part 14によって定義された、
一般に「MP4」と呼ばれるコンテナフォーマットに従ってフォーマットされたデジタルビ
デオマルチメディアコンテンツを記憶することができる。インターネットなどの公衆ネッ
トワークを介したストリーミングマルチメディアコンテンツのための他のファイルフォー
マットは、リアルタイムトランスポートプロトコル(RTP)と呼ばれるアプリケーションレ
イヤプロトコルを含む。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　多種多様な両方のタイプのワイヤレスモデムおよびファイルフォーマットを仮定すれば
、マルチメディアエコシステムは、極めて固有のマルチメディアアプリケーションのため
に、または、ある場合には、関係するマルチメディアアプリケーションのグループのため
に、しばしば形成される。したがって、1つのマルチメディアエコシステムのマルチメデ
ィアデバイスは、一般に、同じマルチメディアエコシステム中にあるマルチメディアデバ
イスとしか通信しない。その上、マルチメディアデバイスは1つまたは複数のマルチメデ
ィアエコシステムに属し得るが、無料でのマルチメディアコンテンツの広範なデジタル配
布を防ぐために、エコシステム間通信は一般にマルチメディアコンテンツプロバイダによ
って制限または禁止される。したがって、マルチメディアコンテンツは、特定のマルチメ
ディアエコシステム内で固定される傾向があり得る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示は、シームレスマルチメディアコンテンツモビリティを与えるリアルタイムマル
チメディア管理システム(MMS)を実装するための技法に関する。1つまたは複数のサポート
されるマルチメディアフォーマットのみがサポートされる、選択されたマルチメディアエ
コシステムにマルチメディアコンテンツモビリティを限定するのではなく、MMSは、基礎
をなすモデムのタイプ、およびこれらのデバイスによって実装されるマルチメディアフォ
ーマットにかかわらず、2つ以上のマルチメディアデバイス間のマルチメディアコンテン
ツの転送を可能にするマルチメディアルータ、ゲートウェイ、またはブリッジを与える。
【０００９】
　MMSは、これらのマルチメディアデバイス間でこの仲介を行うために必要なハードウェ
ア、たとえば、プロセッサおよび他の計算論理を構成し、これらの様々なデバイスによっ
てサポートされるファイルフォーマット間の変換を補完するために効率的なメモリ構造を
与えることによって、この転送をリアルタイムで行うことができる。MMSは、デバイス間
のこのリアルタイム仲介を与えるが、同時に、MMSのユーザによる介入をほとんど要求し
ない。この意味で、MMSは、第1のデバイスから第2のデバイスへのマルチメディアコンテ
ンツのシームレスなリアルタイム転送を可能にし、第1のデバイスと第2のデバイスとは、
様々なタイプのワイヤレスモデムを含み、様々なファイルフォーマットを実装することが
できる。
【００１０】
　1つの態様では、方法が、1つまたは複数のワイヤレスモデムを使用して確立されたワイ
ヤレス通信チャネルを介して第1のアプリケーションから第1のフォーマットのマルチメデ
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ィアコンテンツを受信するステップと、第1のフォーマットと第2のフォーマットとの間の
マルチメディアブリッジを構成するステップであって、第2のフォーマットが第2のアプリ
ケーションによってサポートされる、構成するステップと、構成されたマルチメディアブ
リッジを用いて、マルチメディアコンテンツの一部分を受信することと同時にマルチメデ
ィアコンテンツを第1のフォーマットから第2のフォーマットに変換するステップとを含む
。
【００１１】
　別の態様では、装置が、ワイヤレス通信チャネルを介して第1のアプリケーションから
第1のフォーマットのマルチメディアコンテンツを受信する1つまたは複数のワイヤレスモ
デムと、第1のフォーマットと第2のフォーマットとの間のマルチメディアブリッジを与え
るように制御ユニットを構成するマルチメディア管理システム(MMS)を含む制御ユニット
であって、第2のフォーマットが第2のアプリケーションによってサポートされる、制御ユ
ニットとを含む。構成されたマルチメディアブリッジは、1つまたは複数のワイヤレスモ
デムがマルチメディアコンテンツの一部分を受信することと同時にマルチメディアコンテ
ンツを第1のフォーマットから第2のフォーマットに変換する。
【００１２】
　別の態様では、装置が、ワイヤレス通信チャネルを介して第1のアプリケーションから
第1のフォーマットのマルチメディアコンテンツを受信するための通信手段と、第1のフォ
ーマットと第2のフォーマットとの間のマルチメディアブリッジを構成するための手段で
あって、第2のフォーマットが第2のアプリケーションによってサポートされる、構成する
ための手段と、構成されたマルチメディアブリッジを用いて、マルチメディアコンテンツ
の一部分を受信することと同時にマルチメディアコンテンツを第1のフォーマットから第2
のフォーマットに変換するための手段とを含む。
【００１３】
　別の態様では、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体が、1つまたは複数のワイヤレス
モデムを介して確立されたワイヤレス通信チャネルを介して第1のアプリケーションから
第1のフォーマットのマルチメディアコンテンツを受信することと、第1のフォーマットと
第2のフォーマットとの間のマルチメディアブリッジを構成することであって、第2のフォ
ーマットが第2のアプリケーションによってサポートされる、構成することと、構成され
たマルチメディアブリッジを用いて、マルチメディアコンテンツの一部分を受信すること
と同時にマルチメディアコンテンツを第1のフォーマットから第2のフォーマットに変換す
ることとをプロセッサに行わせる命令を含む。
【００１４】
　本開示の1つまたは複数の例の詳細を添付の図面および以下の説明に記載する。本開示
の他の特徴、目的、および利点は、説明および図面、ならびに特許請求の範囲から明らか
になろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】モバイルデバイスが本開示で説明する技法を実装する例示的なシステムを示すブ
ロック図である。
【図２Ａ】本開示で説明する技法を実装する際に有用な例示的なモバイルデバイスをより
詳細に示すブロック図である。
【図２Ｂ】本開示で説明する技法を実装する際に有用な例示的なモバイルデバイスをより
詳細に示すブロック図である。
【図３】本開示で説明する技法による、下位レイヤブリッジを構成するためにマルチメデ
ィア管理システム(MMS)を実装するデバイスの例示的な動作を示すフローチャートである
。
【図４】本開示で説明する技法による、上位レイヤブリッジを構成するためにマルチメデ
ィア管理システム(MMS)を実装するデバイスの例示的な動作を示すフローチャートである
。
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【図５】本開示で説明する技法を実装するモバイルデバイスの例示的な実装形態を示すブ
ロック図である。
【図６】MMSが、第1の例示的なフォーマットのメディアを第2の例示的なフォーマットに
変換するために本開示で説明する技法を実装するシステムの概念図を示すブロック図であ
る。
【図７】OSIモデルのプロトコルレイヤに従って構成された例示的なMMSの機能を示すブロ
ック図である。
【図８】本開示で説明する技法による、モバイルデバイスがMMSを実装する例示的なシス
テムを示すブロック図である。
【図９】本開示で説明する技法による、モバイルデバイスがMMSを実装する別の例示的な
システムを示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本開示は、シームレスマルチメディアコンテンツモビリティを与えるリアルタイムマル
チメディア管理システム(MMS)を実装するための技法を対象とする。1つまたは複数のサポ
ートされるマルチメディアコンテンツファイルフォーマットのみがサポートされるマルチ
メディアエコシステムにマルチメディアコンテンツモビリティを限定するのではなく、MM
Sは、基礎をなすワイヤレスモデムのタイプ、およびこれらのデバイスによって実装され
るマルチメディアファイルフォーマットにかかわらず、2つ以上のマルチメディアデバイ
ス間のマルチメディアコンテンツの転送を可能にするマルチメディアルータ、ゲートウェ
イ、またはブリッジを与えることができる。MMSは、これらのマルチメディアデバイス間
でこの仲介を行うために必要なハードウェア、たとえば、プロセッサを構成し、これらの
様々なデバイスによってサポートされるファイルフォーマット間の変換またはトランスフ
ォーマッティングを補完するために効率的なメモリ構造を与えることによって、この転送
をリアルタイムで行うことができる。MMSは、デバイス間のこのリアルタイム仲介を与え
るが、同時に、MMSのユーザによる介入をほとんど要求しない。この意味で、MMSは、第1
のデバイスから第2のデバイスへのマルチメディアコンテンツのシームレスなリアルタイ
ム転送を可能にし、第1のデバイスと第2のデバイスとは、様々なタイプのワイヤレスモデ
ムを介してマルチメディアコンテンツを通信し、マルチメディアコンテンツを符号化し、
復号するための様々なファイルフォーマットを実装することができる。
【００１７】
　一態様では、本技法は、ワイヤレスモデムを介したマルチメディアコンテンツの配信を
制御するMMS内のリンク管理プロトコル(LMP)の一実装形態を対象とする。別の態様では、
本技法は、ファイルフォーマット間のマルチメディアコンテンツの変換を制御するMMS内
のマルチメディア交換プロトコル(MEP)の一実装形態を対象とする。本開示では概して本
技法の上記の態様の各々について互いに関連して説明するが、これらの態様の各々は、別
々に実装するか、あるいは互いと無関係に、または別々および別個のコンテキストで行う
ことができる。
【００１８】
　LMPの一実装形態を対象とする技法は、MMSと別のデバイスとの間に確立されるワイヤレ
ス通信チャネルに関連する特性のセットを定義するチャネルデータを監視することを含む
ことができる。たとえば、MMSは、第1のワイヤレス通信チャネルを介して第1のデバイス
からマルチメディアコンテンツを受信することができる。この第1のデバイスは、マルチ
メディアコンテンツのソースであるので、「ソース」デバイスと呼ばれることがある。次
いで、MMSは、第2のデバイスとの第2のワイヤレス通信チャネルを確立することができる
。この第2のデバイスは、マルチメディアコンテンツの意図された宛先であるので、「宛
先」デバイスと呼ばれることがある。MMSは、MMSと宛先デバイスとの間に確立されるワイ
ヤレス通信チャネルに関連する特性のセットを定義する宛先チャネルデータを判断するた
めに、LMPを実装することができる。
【００１９】
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　判断された宛先チャネルデータに基づいて、次いで、LMPモジュールを使用して、第2の
ワイヤレス通信チャネルを確立するために使用されるワイヤレスモデムを、宛先デバイス
への受信したマルチメディアコンテンツの通信を可能にするように構成することができる
。より詳細には、LMPユニットは、判断された宛先チャネルデータに基づいて、論理チャ
ネル、物理レイヤチャネル、帯域幅割振り、およびサービス品質(QoS)を構成するための
パラメータの適切な組合せを選択することができる。たとえば、MMSは、判断された宛先
チャネルデータが与えられれば、LMPユニットが随意のパラメータ値を判断するために使
用することができる宛先マルチメディアアプリケーション、たとえば、ストリーミングマ
ルチメディアコンテンツを、LMPモジュールに通知することができる。次いで、LMPユニッ
トは、パラメータのこの構成または組合せをワイヤレスモデム、たとえば、ワイヤレスモ
デムのベースバンドプロセッサに与え、それによって、特定のマルチメディアアプリケー
ションに適するようにワイヤレスモデムを最適に構成することができる。この構成は、い
わゆるマルチメディアコンテンツを消費するコンシューマのエクスペリエンス品質(QoE)
を最大化するために、所与のマルチメディアアプリケーションおよびチャネル特性に関す
る適切なパラメータを選択することを含むことができる。
【００２０】
　本技法のこのLMP態様は、所与のマルチメディアアプリケーションについてワイヤレス
チャネル上でのマルチメディアコンテンツの通信を可能にすることによって、コンテンツ
モビリティを促進することができる。本技法のこの態様は、事実上、別々のマルチメディ
アエコシステム中に存在し、様々なタイプのワイヤレスモデムを含む2つのマルチメディ
アデバイス間の物理/データリンクレイヤブリッジとしてデバイスが働くことを可能にす
る。この意味で、本開示によるLMPを実装するデバイスは、異なるマルチメディアエコシ
ステムのマルチメディアデバイス間のブリッジを作成するように、異なるタイプのワイヤ
レスモデムを動的に適応させることができる。その上、動的適応は、ほとんどユーザ入力
の必要なしに行われるので、本技法のこのLMP態様は、デバイスのユーザから見てシーム
レスに行われ得る。したがって、本開示の技法に従って実装されたとき、LMPはマルチメ
ディアコンテンツのシームレスモビリティを可能にする。
【００２１】
　MEPのMMS実装形態を対象とする技法の態様も、マルチメディアコンテンツのシームレス
モビリティを可能にする。この態様は、コンテンツを第1のフォーマットから第2のフォー
マットに変換するためのマルチメディアブリッジを与えるように制御ユニットを構成する
ことを含む。たとえば、MMSは、複数のワイヤレスモデムのうちの1つを介して第1のワイ
ヤレス通信チャネル上でソースデバイスから第1のフォーマットのマルチメディアコンテ
ンツを受信することができる。マルチメディアコンテンツを受信したことに応答して、ME
Pは、第1のファイルフォーマットと第2のファイルフォーマットとの間のマルチメディア
ブリッジを与えるように制御ユニットを構成することができる。
【００２２】
　ある場合には、MMSは、発見プロトコルまたはワイヤレスプロトコルの発見態様によっ
て、受信したマルチメディアコンテンツのための宛先デバイスを自動的に識別することが
できる。他の場合には、MMSは、発見プロトコルによって、可能な宛先デバイスのセット
の位置を特定または識別し、ユーザインターフェースを介してデバイスのこのセットを提
示することができる。ユーザは、ユーザインターフェースと対話して、リストから宛先デ
バイスを選択または識別することができる。いずれの場合も、MEPユニットは、各タイプ
のマルチメディアデバイスのための複数のマルチメディアデバイスプロファイルを定義す
るデータを記憶することができる。プロファイルは、制御ユニット内にマルチメディアブ
リッジを構成するためのパラメータを定義することができる。MEPは、(ソースプロファイ
ルと呼ばれることがある)ソースデバイスに関連するプロファイルと、(宛先プロファイル
と呼ばれることがある)宛先デバイスに関連するプロファイルとを判断することができる
。
【００２３】
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　ある場合には、MEPユニットは、マルチメディアコンテンツがラッピングされた第1のフ
ァイルフォーマット内に記憶されたヘッダ情報を分析して、ヘッダパラメータを抽出する
ことができる。たとえば、MEPユニットは、マルチメディアコンテンツをラッピングする
ファイルフォーマットのトランスポートおよび/またはアプリケーションレイヤヘッダを
分析して、マルチメディアコンテンツが符号化されたコーデック、マルチメディアコンテ
ンツの解像度、マルチメディアコンテンツのフレーム毎秒(fps)など、これらのヘッダパ
ラメータを抽出することができる。宛先プロファイルと抽出されたパラメータとに基づい
て、次いで、MEPは、一組の例として、マルチメディアコンテンツを再カプセル化すべき
か、マルチメディアコンテンツをトランスレーティングすべきか、またはマルチメディア
コンテンツをトランスコードすべきかを判断することができ、それらの各々は、マルチメ
ディアコンテンツを様々な程度で第1のファイルフォーマットから第2のファイルフォーマ
ットに変換または再フォーマッティングすることを含む。
【００２４】
　さらに、MEPユニットはまた、ある場合には、MMSが本開示で説明する技法によるLMPとM
EPの両方を実装する場合においてLMPモジュールによって判断された構成パラメータに基
づいて、この判断を行うことができる。他の場合には、MEPユニットは、リソースマネー
ジャと通信して、リソースパラメータを判断することができる。MEPユニットはさらに、
同様にこれらのリソースパラメータに基づいて変換の判断を行うことができる。各場合に
おいて、MEPユニットは、判断された変換に影響を及ぼすブリッジ構成パラメータを判断
することができる。MEPユニットは、電力消費を最小限に抑えるか、または少なくとも、
電力消費を低減するように、これらのブリッジ構成パラメータを判断することができる。
これは、モバイルまたは他の電力制限されたデバイスが本開示で説明する技法を実装する
ときに特に有益であり得る。MEPユニットはまた、ソースデバイスから宛先デバイスへの
マルチメディアコンテンツのリアルタイム転送を可能にするために、これらのブリッジパ
ラメータを判断することができる。
【００２５】
　次いで、MEPユニットは、ブリッジ構成パラメータに従って制御ユニット内にマルチメ
ディアブリッジを構成することができる。マルチメディアブリッジを構成した後、制御ユ
ニットは、場合によっては同時にマルチメディアコンテンツを受信しながら、構成された
マルチメディアブリッジを用いて、マルチメディアコンテンツを第1のフォーマットから
第2のフォーマットに変換する。この意味で、本技法のMEP態様は、デバイスが、2つの異
なるマルチメディアエコシステムからの2つの異なるマルチメディアデバイス間のマルチ
メディアブリッジを与えるように制御ユニットを動的に適応させることを可能にする。こ
のマルチメディアブリッジは、ほとんどユーザ入力なしにマルチメディアコンテンツを1
つのファイルフォーマットから別のファイルフォーマットに動的に変換するトランスポー
ト/アプリケーションレイヤブリッジを含むことができる。したがって、MEPのMMS実装形
態を対象とする本技法の態様は、ほとんど本技法のLMP態様のように、マルチメディアコ
ンテンツのシームレスモビリティを可能にする。
【００２６】
　特に、本技法のLMP態様およびMEP態様について、LMPとMEPの両方の実装形態を有するMM
Sを含む単一のモバイルデバイスに関して以下で説明する。したがって、このMMSは、モバ
イルデバイスの物理リンクレイヤおよびデータリンクレイヤのうちの1つまたは複数と、
トランスポートレイヤおよびアプリケーションレイヤのうちの1つまたは複数とにわたる
マルチメディアブリッジを形成することができる。本開示で使用するレイヤは、開放型シ
ステム間相互接続(OSI)モデルのレイヤを指す。物理レイヤ、データリンクレイヤ、トラ
ンスポートレイヤおよびアプリケーションレイヤは、それぞれ、レイヤ1、レイヤ2、レイ
ヤ4およびレイヤ7(またはL1、L2、L4およびL7)と呼ばれることもあり、ただし、番号は、
OSIモデルの7つのレイヤ内のレイヤの順序を示す。本技法のLMP態様とMEP態様の両方を組
み合わせることによって、MMSは、複数のレイヤにわたり、特性またはパラメータをLMPか
らMEPに受け渡すことによって下位レイヤ(たとえば、L1およびL2)から上位レイヤ(たとえ
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ば、L4およびL7)へのブリッジを構築するために働くブリッジを与えることができ、それ
により、MEPは、マルチメディアブリッジの上位レイヤを構成するためのブリッジ構成パ
ラメータをさらに最適化することができる。しかも、上記のように、これらの態様の各々
は、たとえば、OSIモデルの下位レイヤまたは上位レイヤのみにわたるマルチメディアブ
リッジを形成するために、互いに別々に実装できる。したがって、本技法は、本開示で説
明する特定の例示的な実装形態に限定されるものと見なされるべきではない。
【００２７】
　図1は、モバイルデバイス12が本開示で説明する技法を実装する例示的なシステム10を
示すブロック図である。特定のタイプのデバイス、たとえば、モバイルデバイス12に関し
て説明するが、少なくとも1つのタイプのワイヤレスモデムを使用して2つ以上のデバイス
間でマルチメディアコンテンツを通信すること、および/またはマルチメディアコンテン
ツを1つのファイルフォーマットから別のファイルフォーマットに変換することが可能な
、どんなタイプのデバイスでも、本開示で説明する技法を実装することができる。この点
で、モバイルデバイス12は、概して、ワイヤレス通信と上記の変換の両方を行うことが可
能な、そのようなデバイスの一例を表す。
【００２８】
　図1の例に示されるように、システム10はソースデバイス14と宛先デバイス16とを含み
、その両方は、それぞれワイヤレス通信チャネル13および15を介してモバイルデバイス12
と通信する。デバイス14、16の各々は、パーソナルコンピュータ、ワークステーション、
携帯情報端末(PDA)、(いわゆる「スマートフォン」を含む)モバイルフォン、またはソフ
トウェア、特に、マルチメディアソフトウェアを実行することが可能な汎用プロセッサを
含む他のタイプのデバイスなど、汎用マルチメディアデバイスを含むことができる。デバ
イス14、16の各々は、代替的に、ビデオカムコーダ、デジタルビデオディスク(DVD)プレ
ーヤ、テレビジョン、セットトップボックス(STB)、コンパクトディスク(CD)プレーヤ、
デジタルメディアプレーヤ(たとえば、いわゆる「MP3」プレーヤまたは複合MP3/MP4プレ
ーヤ)、デジタルビデオレコーダ(DVR)、全地球測位システム(GPS)デバイス、あるいは1つ
または複数のマルチメディアアプリケーションのセット専用であり、マルチメディアソフ
トウェアのロードおよび実行のユーザ制御が一般に可能でない他のデバイスなど、専用マ
ルチメディアデバイスを含むことができる。
【００２９】
　汎用デバイスまたは専用マルチメディアデバイスを表すかどうかにかかわらず、ソース
デバイス14は、宛先デバイス16に送信するための第1のフォーマットのビデオデータを生
成する。ソースデバイス14は、ソースアプリケーション18とモデム22とを含む。ソースデ
バイス14のソースアプリケーション18は、一例として、ビデオカメラ、あらかじめキャプ
チャされたビデオを含んでいるビデオアーカイブ、またはビデオコンテンツプロバイダか
らのビデオフィードなど、ビデオキャプチャデバイスを含むことができる。さらなる代替
として、ソースアプリケーション18は、別の例として、ビデオとしてのコンピュータグラ
フィックベースのデータ、あるいはライブビデオまたはアーカイブされたビデオとコンピ
ュータ生成ビデオとの組合せを生成することができる。場合によっては、ソースアプリケ
ーション18がビデオカメラである場合、ソースデバイス14は、いわゆるカメラ付き電話ま
たはビデオ電話、あるいは携帯電話または他のデバイスを含む他のタイプのカメラ付きコ
ンピューティングまたは通信デバイスを形成することができる。他の態様では、ソースア
プリケーション18はソースデバイス14に結合または統合される。ある場合には、キャプチ
ャされたビデオ、あらかじめキャプチャされたビデオ、および/またはコンピュータ生成
ビデオは、ワイヤレス通信チャネル13上でモデム22を介してソースデバイス14からモバイ
ルデバイス12に送信するために、ビデオエンコーダ(図1に図示せず)によって符号化され
る。
【００３０】
　このビデオエンコーダはソースアプリケーション18からビデオデータを受信する。ソー
スアプリケーション18から受信したビデオデータは、ビデオフレームなどの一連のビデオ
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データユニットを含むビデオシーケンスで構成される。フレームの一部または全部は、ビ
デオスライスなどのより小さいビデオデータユニットに分割される。ビデオエンコーダは
、ビデオデータを符号化するために、個々のビデオフレームまたはスライス内のピクセル
のブロック(本明細書ではビデオブロックと呼ぶ)に作用することができる。フレームまた
はスライスは、複数のビデオブロックを含むことができる。ビデオブロックは、サイズを
固定することも変更することもでき、指定のコーディング規格に応じてサイズが異なるこ
とがある。一般にマクロブロック(MB)と呼ばれる16×16ピクセルビデオブロックをサブブ
ロックに構成することができる。
【００３１】
　一例として、International Telecommunication Union Standardization Sector (ITU-
T) H.264/MPEG-4, Part10, Advanced Video Coding (AVC)(以下「H.264/MPEG-4 AVC」規
格)は、ルーマ成分については16×16、8×8、または4×4、およびクロマ成分については8
×8など、様々なブロックサイズのイントラ予測、ならびにルーマ成分については16×16
、16×8、8×16、8×8、8×4、4×8および4×4、およびクロマ成分について対応するスケ
ーリングされたサイズなど、様々なブロックサイズのインター予測をサポートする。一般
に、MBおよび様々なサブブロックをビデオブロックであると考えることができる。したが
って、MBはビデオブロックであると考えられ、区分または下位区分された場合、MBは、そ
れ自体がビデオブロックのセットを定義すると考えることができる。いくつかの態様では
、近隣可用性検査技法は、MBまたはサブブロックなど、ビデオブロックの幅に基づいて可
用性判断を指示することができる。
【００３２】
　本開示では、本技法について、ビデオフレームまたはビデオスライスなどの様々なビデ
オデータユニットに関して説明するが、本技法は、概して、ビデオおよび/またはオーデ
ィオデータのどんな符号化および復号にも適用可能である。その上、本開示では、本技法
について、H.264/MPEG-4 AVC規格に従って符号化および復号されるビデオデータに関して
説明する。ただし、例示のために、本技法について、この規格に関して説明する。しかし
ながら、様々な態様では、そのような技法は、MPEG-1、MPEG-2およびMPEG-4におけるMovi
ng Picture Experts Group(MPEG)によって定義された規格、ITU-T H.263規格、Society o
f Motion Picture and Television Engineers(SMPTE) 421Mビデオコーデック規格(一般に
「VC-1」と呼ばれる)、中国のAudio Video Coding Standard Workgroup(一般に「AVS」と
呼ばれる)によって定義された規格、ならびにある規格団体によって定義されるか、また
はプロプライエタリ規格としてある組織によって開発された他のビデオおよび/またはオ
ーディオコーディング規格など、様々な他のビデオコーディング規格のいずれにも容易に
適用することができる。
【００３３】
　例示のために、限定はしないが、様々なコーディング技法の適用について、H.264/MPEG
-4 AVCコーディングに関して説明する。ビデオエンコーダは、たとえば、H.264/MPEG-4 A
VC規格に記載されているように、イントラコーディングおよびインターコーディング予測
方式に従って、各ブロック(たとえば、マクロブロック(MB))を符号化することができる。
ビデオブロックのイントラまたはインターベースの予測の後に、ビデオエンコーダは、ビ
デオブロックに対していくつかの他の演算を行うことができる。これらの追加の演算は、
変換演算(H.264/MPEG-4 Part 10 AVCまたは離散コサイン変換DCT中に使用される4×4また
は8×8整数変換など)、量子化演算、エントロピーコーディング演算、およびフィルタ処
理演算を含むことができる。次いで、ビデオエンコーダは、ビデオフレームのシーケンス
のブロックの各々を符号化し、「符号化ビットストリーム」と呼ばれることがある、符号
化ビデオデータを出力する。
【００３４】
　ソースデバイス14のモデム22は、マルチメディアコンテンツの下位レイヤ送信、たとえ
ば、物理レイヤおよびデータリンクレイヤ上の送信を管理することができる。上記で説明
したレイヤは、開放型システム間相互接続(OSI)モデルの様々なレイヤを指す。たとえば
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、モデム22は、符号化ビデオデータの通信のためにモバイルデバイス12との通信チャネル
13を構成し、確立することができる。次いで、モデム22は、チャネル13上で符号化ビデオ
データをモバイルデバイス12に送信する。
【００３５】
　同様に、汎用デバイスまたは専用マルチメディアデバイスを表すかどうかにかかわらず
、宛先デバイス16は、モバイルデバイス12からワイヤレス通信チャネル15を介して符号化
ビデオデータを受信する。宛先デバイス14は、ワイヤレスモデム28と宛先アプリケーショ
ン32とを含むことができる。ある場合には、宛先デバイス14は、ディスプレイデバイス上
での再生のために符号化ビデオデータを復号して元のビデオデータを得ることができるビ
デオデコーダを含むことができる。宛先アプリケーション32は、ビデオデータが復号され
るかどうかにかかわらず、ビデオデータを利用する任意のアプリケーションを含むことが
できる。
【００３６】
　モデム28は、ソースデバイス14のモデム22のように、マルチメディアコンテンツの下位
レイヤ送信、たとえば、物理レイヤおよびデータリンクレイヤ上の送信を管理することが
できる。モデム28は、たとえば、フォーマットされたビデオデータの通信のためにモバイ
ルデバイス12との通信チャネル15を構成し、確立することができる。次いで、モデム28は
、ワイヤレス通信チャネル15を介してフォーマットされたビデオデータを受信する。モデ
ム22および28はそれぞれ、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク(WPAN)モデム(たと
えば、Bluetooth(登録商標)モデム)、セルラーモデム(たとえば、Universal Mobile Tele
communications SystemすなわちUMTSモデム、Global Systems for Mobile communication
sすなわちGSMモデム、High-Speed Downlink Packet AccessすなわちHSDPAモデム、および
High-Speed Uplink Packet AccessすなわちHSUPAモデム)、ワイヤレスワイドエリアネッ
トワーク(WWAN)モデム(たとえば、Worldwide Inter-operability for Microwave Access
すなわちWiMaxモデム)、およびワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)モデム(た
とえば、Wi-Fi(登録商標)モデムまたは米国電気電子技術者協会すなわちIEEE 802.11規格
セットに準拠する他のモデム)を含む、ワイヤレスモデムの1つまたは複数のタイプを含む
ことができる。これらの様々なモデムの各々は、様々な形態およびレベルの前方誤り訂正
(FEC)を実装し、様々なワイヤレス通信チャネルを介して通信し、様々なレベルの電力を
消費し得る。
【００３７】
　説明のために、ソースデバイス14および宛先デバイス16は別々のマルチメディアエコシ
ステム内に常駐すると仮定する。言い換えれば、ソースデバイス14は宛先デバイス16のモ
デム28とは異なるモデム22を含み、したがって、ソースデバイス14は宛先デバイス16と直
接通信することができないと仮定する。さらに、ソースデバイス14は、宛先デバイス16に
よって実装されるものとは異なるファイルフォーマットを実装すると仮定する。すなわち
、ソースアプリケーション18は、宛先アプリケーション32が、異なるフォーマットのビデ
オデータのみをサポートすることができる、たとえば、復号または解釈する能力を有する
ことができるという点で、宛先アプリケーション32がサポートしないフォーマットのビデ
オデータを生成することができる。
【００３８】
　本開示で使用するフォーマットは、一態様では、ソースデバイスから宛先デバイスへの
マルチメディアコンテンツの送信を可能にするマルチメディアコンテンツの符号化を指す
ことができる。例示的なフォーマットは、Moving Pictures Expert Group(MPEG) 4, part
 14によって定義されたMP4ファイルフォーマットを含むことができる。MP4ファイルフォ
ーマットは、デジタルオーディオおよびデジタルビデオストリームを記憶するために一般
に使用されるコンテナファイルフォーマットである。他のコンテナファイルフォーマット
は、3GP、Advanced Systems Format(ASF)、Advanced Video Interleave(AVI)ファイルフ
ォーマット、DivX Media Format(DMF)、Enhanced Video Object(EVO)ファイルフォーマッ
ト、およびフラッシュビデオファイルフォーマットと呼ばれるMP4ファイルフォーマット



(20) JP 5448106 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

の簡略版を含む。フォーマットはまた、この態様または他の態様では、リアルタイムトラ
ンスポートプロトコル(RTP)およびストリーム制御伝送プロトコル(SCTP)など、特定のト
ランスポートおよび/またはアプリケーションレイヤプロトコルに関して使用されるフォ
ーマットを指すことができる。一般に、フォーマットは、ビデオの場合における解像度、
マルチメディアデータを符号化するために使用されるコーデックなど、マルチメディアコ
ンテンツまたはデータの説明または特性を指す。
【００３９】
　ソースアプリケーション18は、概して、マルチメディアコンテンツを提供するハードウ
ェア、またはハードウェアとソフトウェアの両方を指すことができる。ある場合には、ソ
ースアプリケーション18はソースデバイス14内で動作することができるが、他の場合には
、ソースアプリケーション18とソースデバイス14とが同じデバイスを含むことができる。
ソースアプリケーション18は、図1の例では、たとえば、プロセッサ上で実行するソフト
ウェアプロセスとして、ソースアプリケーション18がソースデバイス14内で実行する場合
を示すために、ソースデバイス14とは別に示されている。本開示で説明する技法は、図1
の例に限定されるべきではない。
【００４０】
　同様に、宛先アプリケーション32は、概して、マルチメディアコンテンツのためのター
ゲットまたはマルチメディアコンテンツのコンシューマであるハードウェアまたはハード
ウェアとソフトウェアの両方を指すことができる。ある場合には、宛先アプリケーション
32は宛先デバイス16内で動作することができるが、他の場合には、宛先アプリケーション
32と宛先デバイス16とが同じデバイスを含むことができる。宛先アプリケーション32は、
図1の例では、たとえば、プロセッサ上で実行するソフトウェアプロセスとして、宛先ア
プリケーション32が宛先デバイス16内で実行する場合を示すために、宛先デバイス16とは
別に示されている。本開示で説明する技法は、図1の例に限定されるべきではない。その
上、本明細書で使用するアプリケーションは、上記で説明したいずれの場合にも限定され
るべきではないが、ディスプレイデバイスなどの専用デバイス、および/またはプロセッ
サ上で実行するソフトウェアプロセスを含むことができる。
【００４１】
　本開示で説明する技法によれば、モバイルデバイス12は、ビデオデータをソースアプリ
ケーション18によって実装された第1のフォーマットから宛先アプリケーション32によっ
て実装された第2のファイルフォーマットに変換するようにマルチメディアブリッジ36を
動的に構成するマルチメディア管理システム34(「MMS34」)を含む。マルチメディアブリ
ッジ36は、マルチメディアブリッジ36が論理ブリッジであり、静的にハードコーディング
されないか、あるいは恒久的には構成されないことを反映するために、図1中に破線ボッ
クスとして示されている。その上、マルチメディアブリッジ36は、図1では、マルチメデ
ィアブリッジ36がモバイルデバイス12のビデオコーデック38とモデム40の両方にわたって
動的に構成されることを反映するために、ビデオエンコーダ/デコーダ38(「ビデオコーデ
ック38」)とモデム40の両方にわたるように示されている。この点で、マルチメディアブ
リッジ36は、異なるファイルフォーマットと異なるタイプのワイヤレスモデムとの間のブ
リッジを与えることができる。
【００４２】
　本開示で使用する変換は、概して、ビデオデータの修正を指す。したがって、例示的な
変換は、ビデオデータを部分的にまたは完全に再カプセル化することを含むことができる
。別の例示的な変換は、符号化ビデオデータのフレーム落ちまたは再量子化によってビデ
オデータを同じコーデック内でトランスレーティングすることを含むことができる。さら
に別の例示的な変換は、スケーリングを用いてまたは用いずにコーディングフォーマット
を変更することによってビデオデータをトランスコードすることを含むことができる。こ
れらの様々な変換の各々について以下でより詳細に説明する。
【００４３】
　MMS34に加えて、モバイルデバイス12は、ビデオコーデック38とモデム40とを含む。ビ
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デオコーデック38は、ビデオエンコーダとビデオデコーダの両方の組合せを含むことがで
きる。しばしば、ビデオエンコーダは、ビデオエンコーダによって符号化されたコンテン
ツを復号するための統合ビデオデコーダを含む。統合ビデオデコーダをもつこれらのビデ
オエンコーダは、一般にビデオコーデックまたはコーデックと呼ばれる。しばしば、グラ
フィックス処理ユニット(GPU)または他のタイプの処理ユニット、特定用途向け集積回路(
ASIC)など、マルチメディアプロセッサまたは専用ハードウェアは、ビデオコーデックを
実装する。代替的に、中央処理ユニット(CPU)などの汎用処理ユニットは、ビデオコーデ
ックを実装するためのソフトウェアを実行することができる。この意味で、ビデオコーデ
ック38は、複数のビデオコーデックを実装するハードウェアおよび/またはハードウェア
とソフトウェアとの組合せを表すことができる。
【００４４】
　モデム40は複数のワイヤレスモデム40を含むことができ、複数のワイヤレスモデム40の
各々は、モデム22および28に関して上記に記載したワイヤレスモデムのタイプのうちの異
なる1つを含むことができる。一般に、これらの異なるタイプのワイヤレスモデムの各々
は、OSIモデルの下位レベルレイヤ上のデータの送信を管理する専用ベースバンドプロセ
ッサまたは他の処理要素を含むことができる。しかしながら、ある場合には、単一のベー
スバンドプロセッサが1つまたは複数のタイプのワイヤレスモデムを実装することができ
る。とにかく、モデム40は、概して、少なくとも1つのタイプのワイヤレスモデムを実装
する少なくとも1つのベースバンドプロセッサを表す。
【００４５】
　最初に、MMS34は、発見プロトコルまたはワイヤレス通信プロトコル内の何らかの他の
発見機構によってソースデバイス12を発見するかまたは場合によっては検出することがで
きる。一般に、MMS34は、モデム40のうちの1つまたは複数に、これらのモデム40の各々の
ワイヤレス通信レンジ内のデバイスを検出させるために、モデム40と対話することができ
る。詳細には、MMS34は、モバイルデバイス12のモデム40のワイヤレス通信レンジ内のデ
バイスを検出するために、モデム40と通信するリンク管理プロトコル(LMP)モジュール44(
「LMP44」)を含む。LMPは、本開示で詳細に説明するプロトコルを指し、それにより、LMP
モジュール44は、モデム40と通信して、マルチメディアブリッジ36の下位レイヤを構成す
るためのパラメータを判断することができる。
【００４６】
　図1には示されていないが、MMS34は、ユーザインターフェースを提示するユーザインタ
ーフェースモジュールを含むことができる。ユーザインターフェースは、検出されたデバ
イスを掲示することができる。モバイルデバイス12のユーザまたは他の事業者は、提示さ
れたユーザインターフェースと対話して、ソースデバイス、たとえば、ソースデバイス14
を選択することができる。ユーザインターフェースモジュールはまた、この選択を受信す
ると、選択されたデバイスを除いた検出されたデバイスを掲示する別のユーザインターフ
ェースを提示することができる。このユーザインターフェースは、宛先デバイスを選択す
るようにユーザにプロンプトを出すことができる。次いで、ユーザは、この第2のユーザ
インターフェースと対話して、この第2のリストから宛先デバイス、たとえば、宛先デバ
イス16を選択することができる。この点で、MMS34は、少なくとも1つのソースデバイス14
と少なくとも1つの宛先デバイス16とを識別することができる。代替的に、MMS34は、ユー
ザに介入を促すかまたは場合によっては要求することなしに、リストからソースデバイス
と宛先デバイスとを自動的に選択することができる。
【００４７】
　(自動的にまたはユーザ介入によって)選択された宛先デバイス16に基づいて、LMPモジ
ュール44は、宛先デバイス16と通信するためにモデム40のうちのいずれを使用すべきかを
判断し、ワイヤレスモデム40のうちのこの1つを用いて、宛先デバイス16とのワイヤレス
通信チャネル15を確立する。ワイヤレスモデム40のうちのこの1つは宛先モデムと呼ばれ
ることがある。LMPモジュール44は、この宛先モデムと通信して、ワイヤレス通信チャネ
ル15に関連する特性のセットを定義する宛先チャネルデータを判断することができる。こ
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れらの特性は、ビット誤り率(BER)、パケット誤り率(PER)、信号対雑音比(SNR)、前方誤
り訂正(FEC)強度、チャネルコーディングに関連する周波数または時間ダイバーシティ、
および誤差分布特性(たとえば、ディープフェード対フラットフェード)を含むことができ
る。次いで、LMPモジュール44は、ワイヤレス通信チャネル15を介してソースデバイス14
から受信したマルチメディアコンテンツの送信を、最適化はしないとしても、可能にする
ように、宛先チャネルデータに基づいてワイヤレスモデムのうちのこの1つを構成するこ
とができる。
【００４８】
　ある場合には、LMPモジュール44は、モバイルデバイス12がソースデバイス14と通信す
るワイヤレス通信チャネル13を管理するワイヤレスモデム40のうちの別の1つとインター
フェースすることができる。ワイヤレスモデム40のうちのこの他の1つはソースモデムと
呼ばれることがある。LMPモジュール44は、このソースモデムとインターフェースして、
宛先チャネルデータによって定義された特性と同様の特性のセットを定義するソースチャ
ネルデータを判断することができる。次いで、LMPモジュール44は、ワイヤレス通信チャ
ネル13を介して送信されたワイヤレス信号からのマルチメディアコンテンツの復元を、最
適化はしないとしても、可能にするように、このソースモデムを構成することができる。
このようにして、LMPモジュール44は、モデム40とインターフェースして、ワイヤレスモ
デム40にわたるマルチメディアブリッジ36を構築することができる。
【００４９】
　特に、ソースモデムと宛先モデムとは、ワイヤレスモデム40のうちの同じモデムを含む
ことができる。この場合、ソースモデムのみが、ワイヤレスモデム40のうちのこの同じモ
デムの受信側に関与し、一方、宛先モデムは、ワイヤレスモデム40のうちのこの同じモデ
ムの送信側に関与する。受信側および送信側の各々は、本開示で説明する技法では別々の
モデムを表すことができ、これらの側の各々は、それぞれのワイヤレス通信チャネル13お
よび15上で送信されたワイヤレス信号からのマルチメディアコンテンツの復元を、最適化
はしないとしても、可能にするように、LMPモジュール44によって個々に構成できる。
【００５０】
　MMS34は、マルチメディアブリッジ36の上位レイヤを構築するマルチメディア交換プロ
トコル(MEP)モジュール46(「MEP46」)をさらに含むことができる。言い換えれば、MEPモ
ジュール46は、第2のフォーマットに従って符号化されたマルチメディアコンテンツへの
第1のフォーマットに従って符号化されたマルチメディアコンテンツの変換を可能にする
方法でビデオコーデック38を構成するためのブリッジ構成パラメータを判断する。この点
で、MEPモジュール46は、マルチメディアブリッジ36が複数のビデオコーデック38にわた
るように、モバイルデバイス12の制御ユニット、たとえば、ビデオコーデック38の集合お
よび他のサポートされる処理ユニット内にマルチメディアブリッジ36を構成する。
【００５１】
　このようにしてマルチメディアブリッジ36を構成するために、MEPモジュール46は、マ
ルチメディアブリッジ36の上位レイヤのための構成パラメータが基づく、いくつかの異な
るタイプのデータを判断することができる。第1に、MEPモジュール46は、ソースチャネル
データもしくは宛先チャネルデータのいずれか、またはソースチャネルデータと宛先チャ
ネルデータの両方をLMPモジュール44から受信することができる。このチャネルデータは
、MEPモジュール46がファイルフォーマットの許容タイプを識別する際に使用することが
できる特性のセットを定義することができる。LMPモジュール44はまた、選択されたソー
スデバイス12と宛先デバイス16とをMEPモジュール46に転送することができる。選択され
たソースデバイス12と宛先デバイス16とに基づいて、MEPモジュール46はプロファイル48
のうちの1つまたは複数を選択することができる。プロファイル48の各々は、マルチメデ
ィアデバイス、および/またはそれぞれのマルチメディアデバイスおよび/またはアプリケ
ーションによってサポートされるファイルフォーマット、ならびにそれらのサポートされ
るファイルフォーマットの特性を定めるデータを定義するアプリケーションプロファイル
を表すことができる。たとえば、MEPモジュール46は、ソースアプリケーション18に対応
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するプロファイル48のうちの1つ(たとえば、ソースプロファイル)と、宛先アプリケーシ
ョン32に対応するプロファイル48のうちの別の1つ(たとえば、宛先プロファイル)とを判
断することができる。ある場合には、MEPモジュール46は、モバイルデバイス12内のリソ
ースの利用を管理するリソースマネージャモジュール(図1に図示せず)と通信して、モバ
イルデバイス12内の現在のリソースの利用を定めるリソースデータを判断することができ
る。他の場合には、MEPモジュール46は、受信したマルチメディアコンテンツをラッピン
グまたは符号化するファイルフォーマットヘッダからヘッダデータを抽出することができ
る。
【００５２】
　データ、たとえば、チャネルデータ、デバイスおよび/またはアプリケーションデータ
、リソースデータ、ならびに/あるいはヘッダデータのこれらのセットのうちの1つまたは
複数に基づいて、MEPモジュール46は、マルチメディアブリッジ36の上位レイヤのための
構成を定義するブリッジ構成パラメータを判断することができる。一態様では、MEPモジ
ュール46は、これらのブリッジ構成パラメータを選択して、第1のファイルフォーマット
から第2のファイルフォーマットへのマルチメディアコンテンツの(必ずしも瞬時ではない
が)リアルタイムまたは低レイテンシ変換を行うように、マルチメディアブリッジ36を構
成することができる。別の態様では、MEPモジュール46は、マルチメディアブリッジ36に
よって行われる変換が電力を節約するかまたは場合によっては電力消費を低減するように
、マルチメディアブリッジ36を構成するように、これらのブリッジ構成パラメータを選択
することができる。
【００５３】
　電力消費を節約するかまたは場合によっては最適化するようにマルチメディアブリッジ
36を構成するために、様々な技法を採用することができる。たとえば、「スマート」トラ
ンスコーディングによって電力消費を改善することができる。スマートトランスコーディ
ングでは、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディング(CABAC)と呼ばれるH.264/MPEG-
4 AVCビデオコーデックに利用可能なエントロピーコーディングの形態に従って符号化さ
れたマルチメディアコンテンツをコンテキスト適応型可変長コード(CAVLC)にトランスコ
ードすることができる。スマートトランスコーディングは、CABACが、並列に実行または
実施できない直列演算をもたらす著しいレイテンシおよび相互依存性(たとえば、データ
依存性)をもたらし得ることを認め得る。この直列化は、コーデックのマクロブロック/ス
ライス復号ループ内のコンテキスト節約およびマルチレベル復号により生じる。
【００５４】
　いずれの場合も、相互依存性はまた、(コアと呼ばれることがある)プロセッサの使用ま
たは利用を増加させるいくつかの条件文(たとえば、コーディング決定における分岐)を増
加させる。この利用の増加は電力消費を増加させ得る。マルチメディアコンテンツをCAVL
Cにトランスコードすることにより、この電力利用をデータ依存性の低減によって減少さ
せることができる。この点で、トランスコーディングのこの形態が既知の問題を回避する
ようにトランスコーディングを適応させることができるという点で、この形態のトランス
コーディングは「スマート」であるとすることができる。さらに、スマートトランスコー
ディングは、(たとえば、MMSを用いた1つのモバイルがこの第1のモバイルのユーザグルー
プ中の他のモバイルデバイスにサービスしているときに有用であり得る)ベースラインプ
ロファイルトランスコーディングにメインプロファイルの正味効果を与えることによって
、効率的な電力利用を促進するために、BスライスをPスライスにトランスコードすること
を含むことができる。
【００５５】
　また、スマートトランスコーディングは、受信したマルチメディアコンテンツからパラ
メータを復号することと、再符号化プロセス中にこれらのパラメータを(再計算ではなく)
再使用することとを含むことができる。たとえば、動きベクトルなど、動き情報を復号し
、次いで、マルチメディアコンテンツを宛先デバイスに配信する前にそのコンテンツを再
符号化するためにその動き情報を再使用することができる。これは、パラメータ情報の再
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使用または再利用によって電力消費を低減することができる。スマートトランスコーディ
ングは、LMPモジュール44などLMPモジュールによって与えられた帯域幅データに基づいて
、所与のチャネルがサポートすることができる(並列化を可能にする)いくつかのマクロブ
ロック行を判断することをさらに含むことができる。このデータは、上記で説明したよう
に、電力消費を低減することができる並列化の最大量を可能にするようにビデオコーデッ
ク38をMEP48が構成することを可能にすることによって、電力消費を低減することができ
る。事実上、スマートトランスコーディングは、圧縮効率のためよりもむしろ、レイテン
シおよび電力について、およびソースアプリケーション18と宛先アプリケーション32との
間の最適な整合を保証するために、より最適化されたマルチメディアブリッジ36を構成す
るように、MMS34がブリッジ構成パラメータ64を選択するプロセスを指す。
【００５６】
　次いで、MEPモジュール46は、ビデオコーデック38とインターフェースして、判断され
たブリッジ構成パラメータに従ってビデオコーデック38のうちの1つまたは複数を構成す
る。MEPモジュール46は、ビデオコーデック38の各々によって与えられたアプリケーショ
ンプログラマインターフェース(API)を介して、ビデオコーデック38とインターフェース
することができる。MEP48は、APIのいずれを呼び出すべきか判断し、したがって、ソース
アプリケーション18から受信したマルチメディアコンテンツがフォーマットされるファイ
ルフォーマットと、プロファイル48のうちの対応する1つに記載されている、宛先アプリ
ケーション32によってサポートされるファイルフォーマットのうちの選択された1つとに
基づいてビデオコーデック38のいずれを構成すべきか判断することができる。この点で、
ビデオコーデック38の各々は1つまたは複数のファイルフォーマットに対応することがで
きる。
【００５７】
　特に、MEP48は、ビデオコーデック38のうちの単一の1つのみを構成することができ、ほ
とんど、ワイヤレスモデム40のうちの1つのみが構成される上記の場合のように、ビデオ
コーデック38のうちのこの1つの受信側、たとえば、デコーダと、送信側、たとえば、エ
ンコーダとを構成することができる。この場合、変換は、第1のフォーマットから第2のフ
ォーマットへのマルチメディアコンテンツの一部または全部の再カプセル化を含むことが
できる。代替的に、変換は、第1のファイルフォーマットから第2のファイルフォーマット
を生成するために、マルチメディアコンテンツのフレーム落ちまたはマルチメディアコン
テンツの再量子化を含む得る、同じコーデック内のマルチメディアコンテンツのトランス
レーティングを含むことができる。この点で、ファイルフォーマットはマルチメディアコ
ンテンツのフォーマットを指す。したがって、第1のファイルフォーマットは、得られた
第2のファイルフォーマットとはマルチメディアコンテンツのフォーマットにおいて異な
り得る。変換することがビデオコーデック38のうちの2つ以上に関与するとき、変換はト
ランスコーディングを含むことができ、それによって符号化のタイプとマルチメディアコ
ンテンツのフォーマットの両方を第1のファイルフォーマットから第2のファイルフォーマ
ットに変更することができる。
【００５８】
　MMS34のLMPモジュール44は、ワイヤレスモデム40のうちの第1のモデムを介してマルチ
メディアコンテンツを受信し、ワイヤレスモデム40のうちの第2のモデムを介してこのマ
ルチメディアコンテンツを効率的に送信するようにマルチメディアブリッジ36を動的に構
成することができる。MMS34のMEPモジュール46はまた、ワイヤレスモデム40のうちの第1
のモデムを介して受信されるマルチメディアコンテンツを第1のファイルフォーマットか
ら第2のファイルフォーマットに変換するように、マルチメディアブリッジ36を動的に構
成することができる。したがって、複合構成は、第1のマルチメディアエコシステムのソ
ースアプリケーション18から、第2の異なるマルチメディアエコシステムの宛先アプリケ
ーション32へのマルチメディアコンテンツの配信を、最適化はしないとしても、可能にす
るように、OSIモデルの様々なレイヤにわたるマルチメディアブリッジ36を構成すること
ができ、これらのデバイスの各々は、異なるタイプのワイヤレスモデムを含み、重複しな
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い、したがって異なるセットのマルチメディアファイルフォーマットをサポートする。そ
の上、その構成は、効率的な電力利用および/またはマルチメディアコンテンツのシーム
レスのリアルタイム配信および変換を促進するマルチメディアブリッジ36を生じることが
できる。
【００５９】
　一例として、マルチメディアブリッジ36を構成した後、モバイルデバイス12は、モデム
40のうちの1つを介して、ワイヤレス通信チャネル13上でソースデバイス14からマルチメ
ディアコンテンツを受信することができる。マルチメディアブリッジ36は、ワイヤレスモ
デム40のうちの第1のモデムを介してこのコンテンツを受信し、ワイヤレス、一般に、無
線信号から、ソースアプリケーション18によってサポートされる第1のファイルフォーマ
ットに従って符号化されたマルチメディアコンテンツを復元するために、誤り訂正および
他の下位レイヤ機能を与えることができる。復元を改善し、および/または効率的なエネ
ルギー消費を促進するために、よりロバストな誤り訂正および他の下位レイヤ機能を与え
るように、上述のソースチャネルデータに基づいて、LMPモジュール44によってマルチメ
ディアブリッジ36のこのソースモデムを構成することができる。
【００６０】
　次いで、マルチメディアブリッジ36のこのソースモデムは、第1のファイルフォーマッ
トでフォーマットされた復元されたマルチメディアコンテンツを、ソースビデオコーデッ
クと呼ばれることがある、マルチメディアブリッジ36のビデオコーデック38のうちの1つ
に転送することができる。MEPモジュール46は、効率的な電力消費および/またはマルチメ
ディアコンテンツのリアルタイム復号を促進するように、このソースビデオコーデックを
構成することができる。ビデオコーデック38のソースビデオコーデックは、第1のファイ
ルフォーマットを復号してフォーマットされていないマルチメディアコンテンツを生成し
、このフォーマットされていないマルチメディアコンテンツを、マルチメディアブリッジ
36の宛先ビデオコーデックと呼ばれることがある、宛先デバイス16の宛先アプリケーショ
ン32によってサポートされるファイルフォーマットに準拠するビデオコーデック38のうち
の別の1つに転送することができる。MEPモジュール46は、効率的な電力消費および/また
はマルチメディアコンテンツのリアルタイム符号化を促進するように、この宛先ビデオコ
ーデックを構成することができる。
【００６１】
　その上、MEPモジュール46は、効率的な電力消費および/またはマルチメディアコンテン
ツのリアルタイム変換を促進するために、第1のファイルフォーマットから第2のファイル
フォーマットへのマルチメディアコンテンツの並列復号および符号化を最適化するように
、ソースビデオコーデックと宛先ビデオコーデックの両方を構成することができる。マル
チメディアコンテンツのリアルタイム変換に関して、MMS34は、いくつかの態様では、ソ
ースアプリケーション18からマルチメディアコンテンツを受信すると同時にマルチメディ
アコンテンツを変換するように、マルチメディアブリッジ36を構成することができる。
【００６２】
　次いで、ビデオコーデック38の宛先ビデオコーデックは、第2のファイルフォーマット
に従って符号化されたマルチメディアコンテンツを宛先モデムマルチメディアブリッジ36
に転送する。ソースモデムのように、LMPモジュール44は、宛先デバイス16によるマルチ
メディアコンテンツの復元を改善するように、および/またはモバイルデバイス12による
効率的なエネルギー消費を促進するように、マルチメディアブリッジ36の宛先モデムを構
成することができる。次いで、この宛先モデムは、ワイヤレス通信チャネル15上で、フォ
ーマットされたマルチメディアコンテンツを宛先デバイス16に送信することができる。
【００６３】
　このようにして、本技法は、ソースデバイス14と宛先デバイス16など、2つのデバイス
間の通信を可能にするブリッジを与えるための、モバイルデバイス12など、デバイス内の
マルチメディアブリッジ36の動的構成を可能にする。ワイヤレス通信チャネル13および15
を確立するようにワイヤレスモデム40のうちの1つまたは複数を構成するLMPモジュール44
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によって、マルチメディアブリッジ36は、OSIモデルの下位レイヤ、たとえば、レイヤ1お
よび2、すなわちL1およびL2にわたることができる。1つのファイルフォーマットから別の
ファイルフォーマットへのマルチメディアコンテンツの変換を可能にするようにビデオコ
ーデック38のうちの1つまたは複数を構成するMEPモジュール46によって、マルチメディア
ブリッジ36は、OSIモデルの上位レイヤ、たとえば、レイヤ4および7にわたることができ
る。マルチメディアブリッジ36が1つのアプリケーションから別のアプリケーションへの
マルチメディアの通信を可能にし、ここで、アプリケーションの第1のアプリケーション
、たとえば、ソースアプリケーション18が1つのマルチメディアエコシステム内に存在し
、他のアプリケーション、たとえば、デバイスアプリケーション32が別のマルチメディア
エコシステム内に存在することを考えると、マルチメディアブリッジ36が2つの異なるマ
ルチメディアエコシステム間を流れるマルチメディアのためのゲートウェイとして働くこ
とから、マルチメディアブリッジ36をマルチメディアゲートウェイと呼ぶことができる。
【００６４】
　ソースアプリケーション18から宛先アプリケーション32への単一方向の通信を可能にす
るとして説明したが、本技法は、モバイルデバイス12が、ソースアプリケーション18から
宛先アプリケーション32へと、宛先アプリケーション32からソースアプリケーション18へ
の両方の通信を可能にするマルチメディアブリッジ36を与えることを可能にする。この点
で、マルチメディアブリッジ36が、二重通信と呼ばれる、同時の2つ以上のアプリケーシ
ョン間の通信を可能にするための汎用プラットフォームを与えるという点で、本技法は、
モバイルデバイス12が「二重汎用プラットフォーム」を与えることを可能にする。
【００６５】
　図2Aおよび図2Bは、本開示で説明する技法を実装する際のモバイルデバイス12をより詳
細に示すブロック図である。特に、図2Aは、本開示で説明する技法のリンク管理プロトコ
ル(LMP)態様を実装する際のモバイルデバイス12を示すブロック図である。図2Bは、本開
示で説明する技法のマルチメディア交換プロトコル態様を実装する際のモバイルデバイス
12を示すブロック図である。
【００６６】
　図2Aの例に示すように、モバイルデバイス12は、本開示で説明する技法を実装する制御
ユニット50を含む。制御ユニット50は、記憶デバイス(たとえば、ディスクドライブ、ま
たはオプティカルドライブ)、またはメモリ(たとえば、フラッシュメモリ、ランダムアク
セスメモリすなわちRAM)、またはプログラマブルプロセッサに本開示で説明した技法を行
わせる(たとえば、コンピュータプログラムもしくは他の実行ファイルの形態の)命令を記
憶する任意の他のタイプの揮発性もしくは不揮発性メモリなど、コンピュータ読み取り可
能な記憶媒体(図2Aに図示せず)に記憶された、ソフトウェアまたはコンピュータプログラ
ムを定義するために使用されるソフトウェア命令などのソフトウェア命令を実行する1つ
または複数のプロセッサ(同じく図2Aに図示せず)を含むことができる。代替的に、制御ユ
ニット50は、本開示で説明する技法を行うための、1つまたは複数の集積回路、1つまたは
複数の特定用途向け集積回路(ASIC)、1つまたは複数の特定用途向け特殊プロセッサ(ASSP
)、1つまたは複数のフィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、あるいは専用ハード
ウェアの上記の例の任意の組合せなど、専用ハードウェアを含むことができる。
【００６７】
　特に、制御ユニット50は、上記で説明したように、LMPモジュール44とMEPモジュール46
とを含むMMS34を実装する。MMS34は、ユーザが、上記で説明したように、それとともにブ
リッジを形成する1つまたは複数の検出されたデバイスを選択するために対話することが
できる、グラフィカルユーザインターフェース(GUI)またはコマンド行インターフェース(
CLI)など、ユーザインターフェースを提示するユーザインターフェース(UI)モジュール52
をさらに含むことができる。図2Aには示されていないが、モバイルデバイス12は、ユーザ
インターフェースモジュール52が上述のユーザインターフェースを提示するために対話す
るためのディスプレイを含むことができる。
【００６８】
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　モデム40は、複数の異なるタイプのワイヤレスモデム40A～40N(「ワイヤレスモデム40
」または「モデム40」)を含む。モデム40の各々は、それぞれ、無線周波数フロントエン
ド(RFFE)ユニット54A～54N(「RFFEユニット54」)のうちの1つと、ベースバンドプロセッ
サ56A～56N(「ベースバンドプロセッサ56」)のうちの1つと、Media Access Control(MAC)
ユニット58A～58N(「MACユニット58」)のうちの1つと、トランスポートユニット60A～60N
(「トランスポートユニット60」)のうちの1つとを含む。RFFEユニット54の各々は、ワイ
ヤレス無線周波数(RF)信号の送信と受信の両方を可能にするトランシーバを含むことがで
きる。一般に、RFFEユニット54の各々は、整合回路、帯域フィルタ、低雑音増幅器(LNA)
およびミキサなど、RF信号を受信し、送信するように、アンテナ(図2Aに図示せず)とイン
ターフェースするための様々な構成要素を含む。RFFEユニット54は、受信したRF信号を復
調して、変調された搬送波から元の情報搬送信号を抽出することができる。
【００６９】
　ベースバンドプロセッサ56はそれぞれ、無線通信を行い、制御するための専用プロセッ
サまたは他の実行ユニットを含むことができる。ベースバンドプロセッサ56は、概して、
情報搬送信号中に埋め込まれたチャネルコードに基づいて、受信した情報搬送信号を復号
することができる。特に、ベースバンドプロセッサ56は、この信号中に埋め込まれた外コ
ード（outer codes）と呼ばれるチャネルコードに基づいて、受信した情報搬送信号を復
号することができる。ベースバンドプロセッサ56はまた、RFFEユニット54の各々にこの信
号を送信するより前に、これらの外コードを情報搬送信号中に埋め込むかまたは符号化す
ることができる。MACユニット58は、チャネルコーディングの内コード（inner codes）を
符号化および復号するモジュールまたは他のユニットを含むことができる。トランスポー
トユニット60は、ユニバーサルデータグラムプロトコル(UDP)および伝送制御プロトコル(
TCP)などの、1つまたは複数のトランスポートプロトコル、および/または上述のRTPなど
アプリケーションレイヤプロトコルを実装するモジュールまたは他のユニットを含むこと
ができる。
【００７０】
　チャネルコードは、一般に、上記で説明した外コードと内コードとを含み、モデム40は
、情報搬送信号の正確な配信を保証するためにチャネルコードを実装することができる。
これらのコードは、前方誤り訂正(FEC)などの誤り訂正を行うために使用できる。したが
って、ベースバンドプロセッサ56およびMACユニット58が情報搬送信号を復号および符号
化するとき、これらのプロセッサ56は、概して誤り訂正を、および様々な態様では、特に
FECを行うことができる。
【００７１】
　これらのコードが情報搬送信号中に埋め込まれるときの周波数は、所与のワイヤレス通
信チャネルについて判断された信号対雑音比(SNR)および/またはビット誤り率(BER)に基
づいて判断できる。SNRは、信号電力に対する、信号を損なう雑音パワーの比を指す。BER
は、指定された時間間隔中に受信されたビットまたは他の情報単位の総数に対する、間違
って受信されたビットまたは他の情報単位の数の比を指す。一般に、SNRまたはBERが高い
ほど、情報搬送信号内でこれらのコードをより頻繁に符号化する必要があり、(埋め込ま
れるコードの増加により、設定時間間隔にわたって送信される情報搬送信号が少なくなる
ので)チャネル帯域幅が減少し得る。一般に、SNRまたはBERが低いほど、情報搬送信号内
でこれらのコードを頻繁に符号化する必要が少なくなり、(埋め込まれるコードの減少に
より、設定時間間隔にわたって送信される情報搬送信号が多くなるので)チャネル帯域幅
を増加させることができる。したがって、誤り訂正は、一般に、チャネル帯域幅を犠牲に
して行われる。
【００７２】
　本開示で説明する技法によれば、LMPモジュール44は、ソースデバイス14から宛先デバ
イス16へのマルチメディアコンテンツの通信を、最適化はしないとしても、可能にするよ
うに、下位レイヤブリッジ36Aとして図2Aに示すマルチメディアブリッジ36の下位レイヤ
を構成する。すなわち、LMPモジュール44は、受信したマルチメディアが対応するアプリ
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ケーションが与えられれば、適切なレベルの誤り訂正を行うように、ブリッジを確立する
ために使用されるモデム40を構成することができる。
【００７３】
　たとえば、マルチメディアコンテンツは、ワイヤレス通信チャネル13上のマルチメディ
アコンテンツの正確なリアルタイム配信を保証するために、チャネルコードで符号化でき
る。LMPモジュール44は、モデム40のうちの1つ(たとえば、モデム40N)とインターフェー
スしてワイヤレス通信チャネル15を確立した後に、このモデム40Nとインターフェースし
て、ワイヤレス通信チャネル15に関連する特性のセットを定義する宛先チャネルデータ62
を判断することができる。LMPモジュール44はBERとFEC強度とを判断することができ、そ
の両方は、宛先チャネル15に関連する例示的な特性である。これらの特性に基づいて、LM
Pモジュール44は、概して、モデム40Nを構成することができ、より詳細には、チャネル15
上の正確なリアルタイム配信を保証するように、モデム40Nのベースバンドプロセッサ56N
とMACユニット58Nとを構成することができる。
【００７４】
　ベースバンドプロセッサ56NとMACユニット58Nとを構成するために、LMPモジュール44は
、宛先チャネルデータ62に基づいてブリッジ構成パラメータ64A(「bridge config parame
ters 64A」)を判断することができる。これらのブリッジ構成パラメータ64Aは、MACユニ
ット58Nおよびベースバンドプロセッサ56Nがトランスポートユニット60Nから受信したマ
ルチメディアコンテンツまたはデータ内のチャネルコードを符号化する周波数を定義する
ことができる。ブリッジ構成パラメータ64Aはまた、許容できる誤り率をもつ所与のレベ
ルのチャネル帯域幅を保証するオプションまたはパラメータを行うかまたは場合によって
は識別するFECのタイプを定義することができる。マルチメディアコンテンツのいくつか
の適用例または使用法は他よりも多くの誤りを許容することができるので、誤り率は「許
容できる」とすることができる。言い換えれば、他の適用例は、ラグを低減するために厳
しい誤り制御を要求し得るが、いくつかの適用例は誤り、および誤りによって生じたラグ
を許容することができる。いずれの場合も、LMPモジュール44は、マルチメディアコンテ
ンツが符号化された特定の適用例に適するように、リアルタイム宛先チャネルデータ62に
基づいてブリッジ構成パラメータ64Aを動的に選択することができる。上記の場合には、
マルチメディアコンテンツの正確なリアルタイムの、またはストリーミング適用を保証す
るために、LMPモジュール44は、最良帯域幅対誤り率比を与えるパラメータ64Aを選択する
ことができる。
【００７５】
　LMPモジュール44はまた、ワイヤレス通信チャネル13を確立するモデム40のうちの1つ、
たとえば、モデム40Aとインターフェースして、ワイヤレス通信チャネル13に関連する特
性の別のセットを定義するソースチャネルデータ66を判断することができる。ソースチャ
ネルデータ66は、宛先チャネルデータ62に関して説明する特性と実質的に同じではないと
しても、同様の特性を含むことができる。LMPモジュール44は、宛先チャネルデータ62に
関して上記で説明したものと同様の方法で、ソースチャネルデータ66に基づいてブリッジ
構成パラメータ64Aを判断することができる。LMPモジュール44は、ソースチャネルデータ
66から判断されたこれらのブリッジ構成パラメータ64Aを使用して、モデム40Aのベースバ
ンドプロセッサ56AとMACユニット58Aとを構成することができる。LMPモジュール44は、ワ
イヤレス通信チャネル13を介して送信された対応するワイヤレスRF信号からのマルチメデ
ィアコンテンツの復元を、最適化はしないとしても、可能にするように、このようにして
モデム40Aを構成することができる。たとえば、LMPは、一例では、ベースバンドプロセッ
サ56AとMACユニット58Aの両方によって行われるFECを最適化するように、モデム40Aを構
成することができる。
【００７６】
　したがって、LMPモジュール44は、ワイヤレス通信チャネル13および15を介したマルチ
メディアコンテンツの受信および送信を、上述の方法で最適化はしないとしても、可能に
するように、モデム40のうちの複数のモデム、たとえば、モデム40Aおよび40Nにわたるよ
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うに下位レイヤブリッジ36Aを動的に構成することができる。この最適化は、ストリーミ
ングアプリケーションなどマルチメディアコンテンツが配信されている特定のアプリケー
ションに適するように、ベースバンドプロセッサ56A、56NとMACユニット58A、58NがFECを
適合させるように、ブリッジ構成パラメータ64Aを選択することを含むことができる。複
数のモデム40Aおよび40Nに関して説明したが、本技法のLMP態様は、マルチメディアコン
テンツの単一のモデムによる受信および送信を、最適化はしないとしても、可能にするよ
うに単一のモデムに対して実装できる。
【００７７】
　図2Bの例を参照すると、モバイルデバイス12の制御ユニット50は、リソースマネージャ
モジュール70と、後処理ユニット72A(「post-proc unit 72A」)と、前処理ユニット72B(
「pre-proc unit 72B」)と、エディタユニット74と、共有記憶ユニット76とをさらに含む
。リソースマネージャモジュール70は、モバイルデバイス12内の、様々なリソースの利用
および他の特性を監視するハードウェアおよび/またはソフトウェアモジュール、たとえ
ば、プロセッサ、メモリ、記憶デバイス、レジスタなどを表すことができる。「処理ユニ
ット72」と総称されることがある、後処理ユニット72Aと前処理ユニット72Bとは、代替ア
プリケーションおよび/またはデバイス用のマルチメディアコンテンツを定義する基礎を
なすデータを再フォーマッティングすることができる1つまたは複数の処理ユニットを表
すことができる。単一の処理ユニットが、後処理ユニット72Aと前処理ユニット72Bの両方
を実装することができる。エディタユニット74は、異なるアプリケーションおよび/また
はデバイス用のマルチメディアコンテンツを準備するためにマルチメディアコンテンツか
らコンテンツを追加および/または削除するハードウェアおよび/またはソフトウェアモジ
ュールを表すことができる。共有記憶ユニット76は、メモリまたは記憶デバイスへのおよ
びそこからのデータの同時または並列書込みおよび読取りを可能にし、それによって、共
有記憶ユニット76内に記憶されたデータの「共有」を可能にするメモリモジュールまたは
記憶デバイスを表すことができる。
【００７８】
　ビデオコーデック38は、説明のために複数のビデオコーデック38A～38Nとして図2Bの例
に示されている。ビデオコーデック38は、それぞれ、異なるタイプまたは形態のビデオコ
ーデックを実装することができる。上述のように、本技法は、画像コーデック、オーディ
オコーデック、複合ビデオおよびオーディオコーデック、ならびにそれらの任意の組合せ
を含む、他の種類のコーデックに対して実装できる。したがって、本技法は、図2Bの例に
限定されるべきではない。
【００７９】
　図2Aの例に関して上記で説明したように、トランスポートユニット60は、トランスポー
トおよび/またはアプリケーションレイヤプロトコルを実装することができる。トランス
ポートユニット60は、基礎をなすMACユニット58から受信した複数の別個のデータユニッ
トまたはパケットから、受信したマルチメディアコンテンツを再構成するために、これら
のプロトコルのうちの1つまたは複数を実装することができる。トランスポートユニット6
0はまた、ビデオコーデック38から受信したマルチメディアコンテンツを1つまたは複数の
別個のデータユニットまたはパケットにセグメント化するために、これらのプロトコルの
うちの1つまたは複数を実装することができる。しばしば、トランスポートユニット60は
、いくつかの通信媒体にわたるマルチメディアコンテンツの送信を可能にするために、コ
ンテンツを別個のデータユニットにセグメント化する。トランスポートユニット60はまた
、マルチメディアコンテンツのリアルタイムストリーミングなど、いくつかのマルチメデ
ィアアプリケーションを可能にするために、コンテンツを別個のデータユニットにセグメ
ント化することができる。
【００８０】
　いずれの場合も、トランスポートユニット60は、マルチメディアコンテンツを別個の部
分にセグメント化し、その別個の部分からのマルチメディアコンテンツの再構成を可能に
するように、別個の部分にヘッダを付加することができる。ヘッダ内にラッピングされた
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とき、マルチメディアコンテンツの別個の部分はペイロードまたはペイロードデータと呼
ばれることがある。マルチメディアコンテンツを再構成するために、トランスポートユニ
ット60は、各別個のデータユニットのヘッダをパースし、ペイロードデータを抽出し、パ
ースされたヘッダに記憶されたヘッダ情報に基づいて、マルチメディアコンテンツを再構
成する。トランスポートユニット60は、再構成されたマルチメディアコンテンツを制御ユ
ニット50に送信することができる。このマルチメディアコンテンツは、フォーマットされ
たマルチメディアコンテンツ78A(「formatted MM content 78A」)として、図2Bに示され
ている。マルチメディアコンテンツ78Aは第1のファイルフォーマットに従ってフォーマッ
トされるので、マルチメディアコンテンツ78Aは「フォーマットされた」になる。
【００８１】
　本開示で説明する技法によれば、MEPモジュール46は、概して、ソースアプリケーショ
ン18によって実装された第1のフォーマットと、宛先アプリケーション32によって実装さ
れた第2のフォーマットとの間の上位レイヤマルチメディアブリッジ36Bを与えるように制
御ユニット50を構成することができる。上位レイヤマルチメディアブリッジ36Bを構成す
るために、MEPモジュール46は、ブリッジ構成パラメータ64B(「bridge config parameter
s 64B」)を判断するために、データの様々なセットを最初に収集する。
【００８２】
　一態様では、MEPモジュール46は、このマルチメディアコンテンツ78Aがフォーマットさ
れたフォーマットを識別し、フォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Aをこのフ
ォーマットをサポートするビデオコーデック38のうちの1つ、たとえば、ビデオコーデッ
ク38Aに向けるために、フォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Aを分析すること
ができる。ビデオコーデック38Aは、マルチメディアコンテンツの部分に関連するヘッダ
を識別するために、符号化マルチメディアコーデック38Aを分析することができる。たと
えば、マルチメディアコンテンツは、フレーム、スライス、マクロブロックおよび/また
はブロックを識別するためにマルチメディアコンテンツ内にヘッダを挿入することができ
るH.264/MPEG-4 AVC規格に従って符号化できる。これらのタイプの符号化ヘッダの1つま
たは複数は、コーデックタイプまたはバージョン、解像度、フレーム毎秒(FPS)、ビット
レート、いくつかのコーディングレイヤ、符号化フレームタイプ配信(たとえば、Iフレー
ム対Pフレーム比、Iフレーム対Bフレーム比、および/またはPフレーム対Bフレーム比)、
ピクチャグループ(GOP)長および/または構造、ディスプレイパラメータあるいはマルチメ
ディアアプリケーションに関係するパラメータを記憶することができる。MEPモジュール4
6は、ビデオコーデック38Aとインターフェースしてこれらのパラメータを判断することが
でき、その後、ビデオコーデック38Aは、符号化マルチメディアコーデック38Aの1つまた
は複数のヘッダから抽出されたこれらのパラメータを、ヘッダデータ80として、MEPモジ
ュール46に送信する。
【００８３】
　別の態様では、LMPモジュール44は、チャネルデータ82として、ソースチャネルデータ6
2と宛先チャネルデータ66とをMEPモジュール46に転送することができる。別の態様では、
LMPモジュール44は、チャネルデータ82を転送することに加えて、ソースデバイス14と宛
先デバイス16との選択を転送することができる。同じく、上記で説明したように、UIモジ
ュール52は、様々なモデム40内のそれらのデバイスを掲示するユーザインターフェースを
提示することができ、ユーザはこのユーザインターフェースと対話して、ソースデバイス
14と宛先デバイス16とを選択することができる。UIモジュール52は、これらの選択を受信
し、上述の方法で下位レイヤブリッジ36Aを確立することができるLMPモジュール44にその
選択を転送する。次いで、LMPモジュール44は、チャネルデータ82を、ならびにソースデ
バイス14と宛先デバイス16との選択を、MEPモジュール46に転送する。次いで、MEPモジュ
ール46は、これらの選択に基づいて、選択されたデバイス14、16に対応するプロファイル
48のうちの1つまたは複数を識別し、これらのソースプロファイルおよび宛先プロファイ
ルに基づいてデバイスデータを識別する。
【００８４】
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　さらに別の態様では、MEPモジュール46は、リソースマネージャモジュール70とインタ
ーフェースして、リソースデータ84を判断することができる。リソースデータ84は、バッ
テリ電力残量、残りの動作時間、制御ユニット利用、メモリ利用、記憶デバイス利用、現
在の総電力消費量、またはモバイルデバイス12のリソースに関係する他のメトリックもし
くは特性など、モバイルデバイス12のリソースに関係する利用および他の特性を識別する
ことができる。
【００８５】
　いずれの場合も、MEPモジュール46はデータ80、82および84の様々なセットを受信し、
同様に、プロファイル48のうちの1つまたは複数からデバイスデータを取り出すことがで
きる。データのこれらのセットを収集するかまたは場合によっては判断した後、MEPモジ
ュール46は、データのこれらのセットのうちの1つまたは複数に基づいてブリッジ構成パ
ラメータ64Bを判断することができる。たとえば、リソースデータ84が現在リソース利用
が高いことを示すとき、MEPモジュール46は、リソースデータ84に基づいてブリッジ構成
パラメータ64Bを選択して、制御ユニット50内のリソース消費を最適化することができる
。
【００８６】
　説明するために、MEPモジュール46は、リソースマネージャモジュール70と協調するか
または場合によっては通信して、マルチメディアコンテンツを変換する最適なクロック周
波数を示すリソースデータ84を判断することができる。このクロック周波数は、そのソー
スビデオコーデック38Aおよび宛先ビデオコーデック38Nが、リアルタイム動作のためのタ
ーゲットレイテンシを達成しおよび/または電力を最小限に抑えるように動作する(たとえ
ば、ソースコーデックおよび宛先コーデックを高速に実行し、次いで、停止し、それによ
ってオン/オフデューティサイクルを管理する)クロック周波数を示すことができる。
【００８７】
　別の例として、MEPモジュール46は、リソースマネージャモジュール70と協調するかま
たは場合によっては通信して、マルチメディア処理システム中の各ハードウェアコアを電
力低減を達成するように駆動することができるコア電圧を判断することができる。この形
態の適応電圧更新は、「動的電圧スケーリング」と呼ばれる。MEPモジュール46は、これ
らの要素、たとえば、ソースおよび宛先ビデオコーデックを実装する1つまたは複数のコ
アの各々が電力供給される電圧を変更するようにリソースマネージャモジュール70に命令
することができる。クロック周波数とコア電圧の両方は、MMS34、より詳細には、MEPモジ
ュール46からリソースマネージャモジュール70への入力に基づいて動的に適応できる。マ
ルチメディアブリッジ36を直接構成するとして上記で説明したが、MMS34はまた、リソー
スマネージャモジュール70に転送されるブリッジ構成パラメータ64を指定することによっ
てマルチメディアブリッジ36を間接的に構成することができ、次いで、リソースマネージ
ャモジュール70は、マルチメディアブリッジ36を更新する。
【００８８】
　MEPモジュール46は、たとえば、マルチメディアコンテンツが対応するアプリケーショ
ンがリアルタイムストリーミングアプリケーションであることを示し得るヘッダデータ80
と、ブリッジ構成パラメータ64Bのこの選択を平衡させることができる。次いで、MEPモジ
ュール46は、リアルタイムストリーミングサポートのベースラインレベルを与えるが、復
号および符号化オーバーヘッドを低減するために品質を犠牲にし、それによって、同時に
、上位レイヤブリッジ36Bが消費するリソースの量を制限または低減するブリッジ構成パ
ラメータ46Bを指定する。
【００８９】
　MEPモジュール46はまた、宛先デバイス16によってサポートされるフォーマットを判断
するために、宛先デバイス16用のプロファイル48にアクセスすることができる。次いで、
MEPモジュール46は、上記で判断された目標、たとえば、リアルタイムトランスポートを
与える目標を満たすようにこれらのファイルフォーマットのうちの1つを選択し、第1のフ
ォーマットから、MEPモジュール46によって上記のリアルタイムおよびリソース効率的目



(32) JP 5448106 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

標を満たすように選択されたこの第2のフォーマットへの、フォーマットされたMMコンテ
ンツ78Aの変換を構成するために、ブリッジ構成パラメータ64Bを指定する。
【００９０】
　上位レイヤブリッジ36Bが、雑音の多いチャネルなど、いくつかのチャネル特性に適応
するのに十分な耐性をもつMMコンテンツを再符号化するように、ブリッジ構成パラメータ
64Bを指定するときに、MEPモジュール46はさらにチャネルデータ82を利用し得る。MEPモ
ジュール46は、一例として、マルチメディアコンテンツの従属的に符号化されたセクショ
ンのサイズを制限するいくつかの符号化パラメータを指定することによって、チャネルデ
ータ82によって示される雑音の多いチャネルを解決するブリッジ構成パラメータ64Bを判
断することができる。従属的に符号化されたセクションの一部分を失うことでその部分の
復号を妨げることができるので、より小さいサイズにより、雑音の多いチャネル上での送
信が可能になる。ただし、セクションは目的を持って小さいサイズに設定されるので、こ
の部分の損失は、復号されたマルチメディアコンテンツの閲覧に対する無視できる影響を
意味し得る。
【００９１】
　説明のために少数の例のみを上記で説明しているが、MEPモジュール46が、多種多様な
目的を満たすようにブリッジ構成パラメータ64Bを指定するように、本技法を実装するこ
とができる。MEPモジュール46は、電力利用または消費を最適化し、特定のデバイスまた
はプロセッサ機能に適し、リアルタイム転送または他のマルチメディア適用例を適応させ
、ソースアプリケーションから宛先アプリケーションへのシームレスな、たとえば、その
結果ユーザ対話がほとんど必要とされないマルチメディアデータまたはコンテンツの遷移
を行うように、ブリッジ構成パラメータ64Bを指定することができる。
【００９２】
　さらに説明するために、MEP48はまた、メモリに関して電力消費量をさらに最適化する
ようにブリッジ構成パラメータ64Bを選択することができる。これらのメモリ最適化は、
オンチップメモリと、共有記憶デバイス76によって表されるオフチップメモリとの間の差
に依拠することができる。キャッシュなど、オンチップメモリは、通常、頻繁に更新また
はリフレッシュされる必要がある動的メモリであり、各リフレッシュは電力を消費するの
で、電力のかなりの量を消費し得る。オフチップメモリは、そのリフレッシュがないこと
または低リフレッシュレートのいずれかにより、それほど多くの電力を消費しない。
【００９３】
　MEP48は、参照ピクチャがマクロブロックごとまたはマクロブロックのグループごとに
オンチップキャッシュに記憶された外部メモリから決定的なデータ量が移動するように、
利用可能なキャッシュについての動き推定を最適化するように、ブリッジ構成パラメータ
64Bを選択することができる。次いで、MEP48は、キャッシュの使用を低減し、それによっ
て、電力消費量を低減するようにブリッジ構成パラメータ48Bを選択する。MEP48はまた、
(動き推定のためになど)処理のためにデータが取り出されるたびにより少ないページ数が
開かれるメモリバンクにピクチャバッファ中のフレームデータが記憶されるように、ブリ
ッジ構成パラメータ64Bを選択することができる。
【００９４】
　別の例として、MEP48はまた、電力消費の主要な発生源であるメモリバス帯域幅利用を
制限することによってメモリ最適化を行うように、ブリッジ構成パラメータ64Bを選択す
ることができる。一般に、データは、メモリバスを介して処理要素(たとえば、CPU、ハー
ドウェアエンコーダ、デコーダ、ディスプレイプロセッサ、DSPなど)間を移動する。MEP4
8は、処理要素間で通信されるパケットのサイズ(たとえば、バーストサイズ)および周波
数(たとえば、バーストの数)が最適化されるように、ブリッジ構成パラメータ64Bを選択
することができる。たとえば、MEP48は、電力消費を低減するために、これらのバスパラ
メータのための最適な値を判断することができる。次いで、MEP48は、各探索領域に対応
するデータの量が、このデータが移動するメモリバスに関連する最適なバスパラメータと
整合されるように、ソースおよび宛先コーデック内の動き推定を構成するようにブリッジ
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構成パラメータ64Bを選択することができる。MEP48は、リソースマネージャモジュール70
からモバイルデバイス12のバスごとのバス特性を判断することができる。
【００９５】
　さらに別の例として、MEP48は、ソースコーデックによって復号されたビデオユニット
またはマクロブロックが固定の方法で宛先コーデック中のキャッシュに向けられるように
ブリッジ構成パラメータ64Bを選択することによって、全体的なメモリ最適化を行うこと
ができる。言い換えれば、MEP48は、宛先コーデックによって行われる後続の符号化と復
号を同期させる時間制約付き方法で、ソースコーデックがマルチメディアコンテンツを復
号するように、ブリッジ構成パラメータ64Bを選択することができる。この点で、マルチ
メディアブリッジ36は、ソースコーデックを宛先コーデックに時間結合することによって
トランスコーディングパイプラインを実装するように構成できる。
【００９６】
　MEP48はまた、任意の変換プロセス用にこのパイプラインを構成することができ、トラ
ンスコーディングパイプラインに限定されない。この点で、MEP48は、任意の数のハード
ウェアコア、ファームウェア(たとえば、DSP)、および/またはコンピュータ処理ユニット
(CPU)を含むプロセッサパイプラインを構成するようにブリッジ構成パラメータ46Bを選択
することができる。MEP48は、様々な要素間の様々なインターフェースおよび/または入力
/出力動作を定義するようにブリッジ構成パラメータ46Bを選択することができ、ここで、
インターフェースおよび/または入力/出力動作は、データ駆動、レジスタ駆動あるいは割
込み駆動とすることができる。MEP48は、適用例および所与の変換の他の要件に基づいて
どのインターフェースを選択すべきか判断することができる。
【００９７】
　いずれの場合も、ブリッジ構成パラメータ64Bを指定した後に、MEPモジュール46は、1
つまたは複数のアプリケーションプログラミングインターフェース(API)を使用して、ビ
デオコーデック38A、ビデオコーデック38N、ポストプロセッサユニット72およびエディタ
ユニット74とインターフェースすることによって、上位レイヤブリッジ36Bを構成するこ
とができる。すなわち、これらの様々なコーデックおよびユニットの各々は、MEPモジュ
ール46がこれらのコーデックおよびユニットとインターフェースすることができるそれぞ
れのAPIを与えることができる。次いで、MEPモジュール46は、上位レイヤブリッジ36Bを
構成するために、ブリッジ構成パラメータ64Bをこれらのコーデックおよびユニットにロ
ードする。
【００９８】
　このようにして構成されると、上位レイヤブリッジ36Bは、フォーマットされたマルチ
メディアコンテンツ78Aを受信することに並行して、第1のフォーマットから第2のフォー
マットにフォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Aを変換することができる。図2
Bの例では、第1のフォーマットに対応するフォーマットされたマルチメディアコンテンツ
78Aを第2のフォーマットに対応するフォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Bに
トランスコードすることを必要とする高度に複雑な変換を行うように構成された上位レイ
ヤブリッジ36Bが示されており、ただし、第1のフォーマットと第2のフォーマットとは、
異なるビデオコーデックを使用して符号化される。次いで、トランスコーディングの後に
、コンテンツの再フォーマッティングと、マルチメディアコンテンツ自体の編集とが続く
。このタイプの変換は、デバイスプロファイル48のうちの対応する1つに定義され得る既
知の制限を有する特定のデバイス上でマルチメディアコンテンツを閲覧することを可能に
する。
【００９９】
　このトランスコーディング動作を行うために、上位レイヤブリッジ36Bのビデオコーデ
ック38Aは、モデム40のうちの1つからフォーマットされたマルチメディアコンテンツ78A
を受信し、フォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Aを復号することができる。M
EP46は、フォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Aを符号化するために使用され
るコーデックを示すヘッダデータ80に基づいてビデオコーデック38Aのうちの1つを選択す
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るように、上位レイヤブリッジ36Bを構成することができる。いずれの場合も、ビデオコ
ーデック38Aは、この復号されたビデオコンテンツを後処理ユニット72Aに渡すことができ
、後処理ユニット72Aは、代替アプリケーションおよびデバイス用に復号されたマルチメ
ディアコンテンツを再フォーマッティングすることができる。
【０１００】
　一例として、マルチメディアコンテンツは、最初は、インターネットを介したリアルタ
イム送信用に符号化され、ここで、コンテンツはパーソナルコンピュータ上の比較的小さ
いウィンドウで一般に閲覧できる。ただし、宛先デバイス16は、コンピュータではなくワ
イヤレステレビジョンディスプレイを含むことができ、MEPモジュール46は、後処理ユニ
ット72Aが、より大きいスクリーン上での再生明暸度を改善するために復号されたマルチ
メディアコンテンツをサイズ変更し、場合によってはそのコンテンツに対してグラフィッ
ク演算を行うように、ブリッジ構成パラメータ64Bを指定することができる。この点で、
後処理ユニット72Aは、たとえば、より大きいディスプレイスクリーン用にマルチメディ
アフレームをより大きいサイズフォーマットにサイズ変更することによって、復号された
マルチメディアコンテンツを再フォーマッティングするかまたは場合によっては修正する
ことができる。次いで、後処理ユニット72Aは、修正されたマルチメディアコンテンツを
エディタユニット74に転送する。
【０１０１】
　エディタユニット74は、他のアプリケーションからのコンテンツをマージすることによ
って、修正されたマルチメディアコンテンツをさらに修正または編集することができる。
一般に、2つ以上のソースアプリケーションが同時に、変換するためのマルチメディアコ
ンテンツを与え、その後1つまたは複数の宛先デバイスに転送しているときに、エディタ
ユニット74が利用される。エディタユニット74は、1つまたは複数の宛先デバイスがこの
別々のコンテンツを同時に提示することができるように、別々のコンテンツを単一のマル
チメディアコンテンツにマージすることができる。次いで、エディタユニット74は、この
編集されたマルチメディアコンテンツを共有記憶ユニット76に記憶する。共有記憶ユニッ
ト76は、上位レイヤブリッジ36Bなど、所与の上位レイヤブリッジ内のすべての構成要素
、たとえば、エディタユニット74、ポストプロセッサユニット72およびビデオコーデック
38によって「共有」できる。共有記憶ユニット76を採用することによって、第1のフォー
マットから第2のフォーマットへのマルチメディアコンテンツのリアルタイム変換をモバ
イルデバイス12が行うことを、可能にはしないとしても、改善することができる、より効
率的な電力消費およびより速い書込みおよび読取り時間を含む、いくつかの恩恵を達成す
ることができる。
【０１０２】
　次いで、プリプロセッサユニット72Bは、共有記憶ユニット76からこの編集されたマル
チメディアコンテンツを取り出し、同じく、表示を可能にするか、または特定のアプリケ
ーションおよび/または宛先デバイスに適するように編集されたマルチメディアコンテン
ツを適応させるために、この編集されたコンテンツに対して前処理を行うことができる。
プリプロセッサユニット72Bは、このコンテンツをビデオコーデック38Nに転送し、ビデオ
コーデック38Nはマルチメディアコンテンツを再符号化して、フォーマットされたマルチ
メディアコンテンツ78Bを生成する。ビデオコーデック38Nは、フォーマットされたマルチ
メディアコンテンツ78Bをモデム40のうちの同じモデムまたは別のモデムに転送し、その
モデムは、宛先ワイヤレス通信チャネル15を介してフォーマットされたマルチメディアコ
ンテンツ78Bを宛先デバイス16に送信することに進む。
【０１０３】
　この高度に複雑な変換の形態に関して上記で説明したが、MEPモジュール46は他のタイ
プのより複雑でない変換の形態を構成することができる。たとえば、MEPモジュール46は
、部分的に、または完全にフォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Aを再カプセ
ル化することによって、フォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Aを変換する上
位レイヤブリッジ36Bを構成するために、ブリッジ構成パラメータ64Bを指定することがで
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きる。コンテンツ78Aを再カプセル化することは、コンテンツ78Aのフォーマットを別段に
変更することなしにマルチメディアコンテンツ78Aの部分に付加されるヘッダを更新する
ことのみを含むことができる。この例では、MEP40は、この再カプセル化を行うようにビ
デオコーデック38のうちの単一の1つを構成することができる。
【０１０４】
　別の例として、MEPモジュール46は、フォーマットされたマルチメディアコンテンツ78A
をトランスレーティングすることによって、フォーマットされたマルチメディアコンテン
ツ78Aを変換する上位レイヤブリッジ36Bを構成するために、ブリッジ構成パラメータ64B
を指定することができる。コンテンツ78Aをトランスレーティングすることは、ビデオコ
ーデック38のうちの単一の1つのみが関与することができ、ここで、ビデオコーデック38
のうちのこの1つは、別様にコンテンツ78Aのフォーマットを編集することなく、ビデオコ
ンテンツ78Aをフレーム落ちまたは再量子化することによってコンテンツ78Aをトランスレ
ーティングする。
【０１０５】
　さらに別の例では、MEPモジュール46は、フォーマットされたマルチメディアコンテン
ツ78Aをトランスコードすることによって、フォーマットされたマルチメディアコンテン
ツ78Aを変換する上位レイヤブリッジ36Bを構成するように、ブリッジ構成パラメータ64B
を指定することができる。コンテンツ78Aをトランスコードすることは、ビデオコーデッ
ク38のうちの少なくとも2つが関与することができ、ここで、これらの2つのビデオコーデ
ックのうちの1つは、1つのコーディング技法/フォーマット(たとえば、MPEG2)に従って符
号化されたコンテンツ78Aを復号し、これらの2つのビデオコーデックのうちの他の1つは
、異なるコーディング技法/フォーマット(たとえば、H.264)に従って復号されたコンテン
ツを再符号化する。このトランスコーディングは、上記で説明したように、たとえば、異
なるフォーマットサイズについてマルチメディアコンテンツをスケーリングすることをさ
らに含むことができる。
【０１０６】
　これらの様々な変換の形態の各々は、異なるレベルのリソースを消費し、いくつかの恩
恵を与えることができる。再カプセル化は、本開示で説明する変換の(モバイルデバイス1
2に関して)最も電力効率的な変換とすることができるが、再カプセル化は、いくつかのア
プリケーションおよび/またはデバイスについて極めて高いエクスペリエンス品質(QoE)を
与えることができない。再カプセル化と比較すると、トランスレーティングはQoEを改善
することができるが、やはり、より多くの電力および他のリソースを消費し得る。トラン
スコーディングは、トランスレーティングによって得られたQoEをさらに改善することが
できるが、トランスレーティングによって消費されるリソースよりもさらに一層多くのリ
ソースを消費する。図2Bに関して上記で説明したように、追加の後処理および前処理、な
らびに場合によってはコンテンツ編集を用いたトランスコーディングは、本明細書で説明
される変換に対して最良のQoEを与えることができるが、リソース利用をさらに増加させ
得る。したがって、MEPモジュール46は、データ80、82および84の上記のセット、ならび
にプロファイル48から判断されたデータが与えられれば、好適な変換を行うように、ブリ
ッジ構成パラメータ64Bを選択および指定することができる。
【０１０７】
　図3は、本開示で説明する技法による下位レイヤブリッジを構成するためにマルチメデ
ィア管理システム(MMS)を実装するデバイスの例示的な動作を示すフローチャートである
。本技法のこの態様を説明するために、図2Aに示すモバイルデバイス12に関してこの態様
を説明する。この特定のデバイス12に対して説明するが、本技法は2つ以上のデバイスと
のワイヤレス通信が可能な任意のデバイスによって実装できる。
【０１０８】
　最初に、モバイルデバイス12の制御ユニット50、より詳細には、制御ユニット50内のMM
S34は、UIモジュール52を採用して、モバイルデバイス12のユーザにユーザインターフェ
ースを提示する(86)。ユーザインターフェースは、ユーザが図1のソースデバイス14など
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、ソースデバイス/アプリケーションと、宛先デバイス16など、宛先デバイス/アプリケー
ションとの間に下位レイヤブリッジを確立することを望むかどうかを判断するようにユー
ザにプロンプトを出すことができる。ユーザがブリッジなどを確立することを望むことを
示す入力を入力すると仮定して、UIモジュール52は、この応答をMMS34のLMPモジュール44
に転送することができる。次いで、LMPモジュール44は、モデム40とインターフェースし
て、モデム40の各々によってサポートされるワイヤレス通信の形態をサポートするデバイ
スを判断する。事実上、LMPモジュール44は、ワイヤレスモデム40の範囲内のデバイスを
発見することができる。
【０１０９】
　特に、これらのデバイスの一部は、他のさらなるリモートデバイスが存在する、インタ
ーネットなどのより大きいネットワークへのアクセスポイントを含むことができる。しば
しば、これらのアクセスポイントデバイスを発見することによって、モバイルデバイス12
は、ワイヤレスモデム40の直接の範囲外に存在するデバイスからのコンテンツにアクセス
する、および/またはそれらのデバイスにコンテンツを配信することができる。たとえば
、モデム40のうちの1つは、インターネットなどの公衆ネットワークへのワイヤードまた
はワイヤレス接続を与えるワイヤレスアクセスポイント(WAP)を発見することができる。L
MP40は、WAPを介してインターネットにアクセスすることによって、ビデオサーバなどの
追加のデバイスを発見することができる。したがって、本技法は、ワイヤレスモデム40の
範囲内のデバイスに限定されるべきではなく、ワイヤレスモデム40のうちの1つまたは複
数の範囲内の1つまたは複数のデバイスを介してアクセスできる任意のデバイスを含むこ
とができる。
【０１１０】
　いずれの場合も、これらのデバイスを発見すると、LMPモジュール44は、同じまたは別
のユーザインターフェースを介してデバイスのリストを提示することができるUIモジュー
ル52に、デバイスのリストを戻す。次いで、ユーザは、ソースデバイス、たとえば、マル
チメディアコンテンツのプロバイダまたはソースとして、リストからデバイスのうちの1
つと、宛先デバイス、たとえば、選択されたソースデバイスによって与えられたマルチメ
ディアコンテンツのためのターゲットまたは宛先として、リストのデバイスのうちの別の
1つとを選択する。UIモジュール52は、提示されたユーザインターフェースを介してソー
スデバイスおよび宛先デバイスのこれらの選択を受信し、これらの選択をLMPモジュール4
4に転送する(88)。次いで、LMPモジュール44は、ソースデバイスおよび宛先デバイスと通
信するためのモデム40のうちの1つまたは複数を選択し、上述の方法で、選択されたソー
スデバイス、たとえば、ソースデバイス14とソースワイヤレス通信チャネル13を確立する
(89)。
【０１１１】
　ソース通信チャネル13を介して、ワイヤレスモデム40のうちの1つは、ソースアプリケ
ーション18からマルチメディアコンテンツを表すRF信号を受信する(90)。図2Aの例では、
ワイヤレスモデム40Aは、マルチメディアコンテンツを表すRF信号を受信し、RFFEユニッ
ト54Aは、RF信号からマルチメディアコンテンツを再構成し、上記で説明したように、マ
ルチメディアコンテンツ中に埋め込まれたチャネル/内コードを復号するベースバンドプ
ロセッサ56Aに、この再構成されたマルチメディアコンテンツを渡す。次いで、ベースバ
ンドプロセッサ56Aは、この部分的に復号されたマルチメディアコンテンツをMACユニット
58Aに転送し、MACユニット58Aは、マルチメディアコンテンツ中に埋め込まれた外コード
を復号し、部分的に復号されたマルチメディアコンテンツからマルチメディアコンテンツ
を再構成する。
【０１１２】
　LMPモジュール44は、上記で説明したように、ソースチャネルデータ66を判断するため
に、このワイヤレスモデム40A、より詳細には、ベースバンドプロセッサ56AおよびMACユ
ニット58Aと通信することができる。いくつかの態様では、LMPモジュール44は、上記で説
明したように、ソースチャネルデータ66によって定義された特定のチャネル特性に照らし
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てマルチメディアコンテンツの受信を最適化するように、ワイヤレスモデム40Aを適応さ
せるために、1つまたは複数のブリッジ構成パラメータ64Aを判断することができる。
【０１１３】
　一方、LMPモジュール44は、上記で説明したように、宛先通信チャネル15を確立したワ
イヤレスモデム40のうちの1つ、たとえば、図2A中のモデム40Nと通信して、宛先通信チャ
ネル15を確立する(92)。LMPモジュール44は、上記で説明したように、このモデム40Nとさ
らに通信して、宛先チャネルデータ62を判断する(94)。この宛先チャネルデータ62に少な
くとも基づいて、LMPモジュール44は、同じく上記で説明したように、宛先チャネルデー
タ62によって定義された特定のチャネル特性に照らしてマルチメディアコンテンツの配信
を解決するかまたは場合によっては最適化するように、ワイヤレスモデム40Nを適応させ
るために、ブリッジ構成パラメータ64Aのうちの1つまたは複数を判断する(95)。LMPモジ
ュール44は、いくつかのチャネル特性を解決するように、モデム40Nまたはモデム40Aと40
Nの両方を最適化するようにブリッジ構成パラメータ64Aを選択するだけでなく、効率的な
電力消費を促進するかまたは場合によってはモバイルデバイス12の効率的な動作を可能に
することができる。
【０１１４】
　いずれの場合も、LMPモジュール44は、モデム40Nまたはモデム40Aと40Nの両方とインタ
ーフェースして、上記で説明したように、ブリッジ構成パラメータ64Aを使用してこれら
の1つまたは複数のモデムを構成する(96)。このようにして、モデム40のうちの1つまたは
複数、特にモデム40Nを構成した後、この構成されたモデム40Nは、宛先通信チャネル15を
介して、受信したマルチメディアコンテンツを宛先デバイス16に転送する(98)。本明細書
で使用する「転送する」という用語は、厳密に、このコンテンツが受信されたフォーマッ
トで、受信したマルチメディアコンテンツを転送すると解釈されるべきではなく、このコ
ンテンツが受信されたフォーマットとは異なるフォーマットで、受信したマルチメディア
コンテンツを転送することを含み得る。この変換は、上述のマルチメディアブリッジの高
レベル部分で行われ得る。したがって、受信したマルチメディアコンテンツを「転送する
」ことは、受信したマルチメディアコンテンツの変換されたバージョンを転送すること、
ならびにこのコンテンツが受信されたフォーマットと同じフォーマットで受信したマルチ
メディアコンテンツを転送することを含むことができる。
【０１１５】
　MMS 34が下位レイヤブリッジ36Aを構成するLMPモジュール44のみを含む場合には、LMP
モジュール44は、スイッチまたは他のハードウェア機構を通して復号されたマルチメディ
アコンテンツを直接モデム40Nに通信するように、モデム44Aを構成することができる。あ
る場合には、制御ユニット50は、ハードウェア中に、またはハードウェアとソフトウェア
との組合せとして、スイッチング機構を与えることができる。これらの場合には、図1に
示すマルチメディアブリッジ36は、下位レイヤブリッジ36Aを含み、上位レイヤブリッジ3
6Bを含まない。
【０１１６】
　代替的に、図1、図2A、および図2Bに示すように、MMS34が、LMPモジュール44とMEPモジ
ュール46とを含む場合には、LMPモジュール44は、さらなる変換のためにチャネル復号さ
れたマルチメディアコンテンツを制御ユニット50に転送するようにモデム40Nを構成する
ことができる。MEPモジュール46は、上記で説明したように、このさらなる変換を行うよ
うに上位レイヤブリッジ36Bを構成することができる。これらの場合には、マルチメディ
アブリッジ36は、下位レイヤブリッジ36Aと、上位レイヤブリッジ36Bの両方を含むことが
できる。しかも、MMS34はLMPモジュール44を含み、MEPモジュール46を含まないように、M
MS34はMEPモジュール46を含み、LMPモジュール44を含まない場合がある。この場合には、
以下で説明するように、マルチメディアブリッジ36は、上位レイヤブリッジ36Bをのみ含
むことができる。
【０１１７】
　図4は、本開示で説明する技法による、上位レイヤブリッジを構成するためにマルチメ
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ディア管理システム(MMS)を実装するデバイスの例示的な動作を示すフローチャートであ
る。本技法のこの態様を説明するために、図2Bに示すモバイルデバイス12に関してこの態
様を説明する。この特定のデバイス12に対して説明するが、本技法は2つ以上のデバイス
とのワイヤレス通信が可能な任意のデバイスによって実装できる。
【０１１８】
　最初に、モバイルデバイス12の制御ユニット50、より詳細には、制御ユニット50内のMM
S34は、UIモジュール52を採用して、モバイルデバイス12のユーザにユーザインターフェ
ースを提示する(100)。ユーザインターフェースは、ユーザが図1のソースアプリケーショ
ン16など、ソースアプリケーションと、宛先アプリケーション32など、宛先アプリケーシ
ョンとの間に上位レイヤブリッジを確立することを望むかどうかを判断するようにユーザ
にプロンプトを出すことができる。ユーザがブリッジなどを確立することを望むことをシ
グナリングする入力を入力すると仮定して、UIモジュール52は、この応答をMMS34のMEPモ
ジュール46に転送することができる(図2Bに図示せず)。次いで、LMPモジュール44は、モ
デム40とインターフェースして、モデム40の各々によってサポートされるワイヤレス通信
の形態をサポートするデバイスを判断する。事実上、LMPモジュール44は、ワイヤレスモ
デム40の範囲内のデバイスを発見することができる。
【０１１９】
　同じく、これらのデバイスの一部は、他のさらなるリモートデバイスが存在する、イン
ターネットなどのより大きいネットワークへのアクセスポイントを含むことができる。し
ばしば、これらのアクセスポイントデバイスを発見することによって、モバイルデバイス
12は、ワイヤレスモデム40の直接の範囲外に存在するデバイスからのコンテンツにアクセ
スする、および/またはそれらのデバイスにコンテンツを配信することができる。たとえ
ば、モデム40のうちの1つは、インターネットなどの公衆ネットワークへのワイヤードま
たはワイヤレス接続を与えるワイヤレスアクセスポイント(WAP)を発見することができる
。MEPモジュール46は、WAPを介してインターネットにアクセスすることによって、ビデオ
サーバなどの追加のデバイスを発見することができる。したがって、本技法は、ワイヤレ
スモデム40の範囲内のデバイスに限定されるべきではなく、ワイヤレスモデム40のうちの
1つまたは複数の範囲内の1つまたは複数のデバイスを介してアクセスできる任意のデバイ
スを含むことができる。
【０１２０】
　いずれの場合も、これらのデバイスを発見すると、MEPモジュール46は、同じまたは別
のユーザインターフェースを介してデバイスのリストを提示することができるUIモジュー
ル52に、デバイスのリストを戻す。次いで、ユーザは、ソースデバイス、たとえば、マル
チメディアコンテンツのプロバイダまたはソースとして、リストのデバイスのうちの1つ
と、宛先デバイス、たとえば、選択されたソースデバイスによって与えられたマルチメデ
ィアコンテンツのためのターゲットまたは宛先として、リストのデバイスのうちの別の1
つとを選択する。UIモジュール52は、提示されたユーザインターフェースを介してソース
デバイスおよび宛先デバイスのこれらの選択を受信し、これらの選択をMEPモジュール46
に転送する(102)。次いで、MEPモジュール46は、ソースデバイスおよび宛先デバイスと通
信するためのモデム40のうちの1つまたは複数を選択し、モデム40のうちのこれらの1つま
たは複数に、上述の方法で、選択されたソースデバイス、たとえば、ソースデバイス14と
のソース通信チャネル13と、選択された宛先デバイス、たとえば、宛先デバイス16との宛
先通信チャネル15とを確立させる(104)。
【０１２１】
　これらのチャネル13、15を確立した後またはその間に、MEPモジュール46は、フォーマ
ットされたマルチメディアコンテンツ78Aの宛先デバイス16への配信に各々関係する、デ
ータ82、84、86、ならびにプロファイル48のうちの1つまたは複数からのデータの1つまた
は複数のセットを判断する(106)。すなわち、ヘッダデータ80は、たとえば、マルチメデ
ィアコンテンツの意図されたアプリケーションを示し、それによって、この受信したマル
チメディアコンテンツの配信に影響を及ぼす、ソース通信チャネル13を介して受信された
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マルチメディアコンテンツに関係するデータを含むことができる。チャネルデータ82は、
宛先通信チャネル15の特性について説明することができ、それによって、宛先チャネル15
を介したこのコンテンツの配信に影響を及ぼすかまたは関係する。リソースデータ84はモ
バイルデバイス12内のリソース利用を記述するデータを含むことができ、それによって、
受信したコンテンツを配信するモバイルデバイス12の能力に影響を及ぼすかまたは関係す
る。プロファイル48のうちの1つまたは複数から抽出されるデータはまた、これが宛先デ
バイス16によって許容できるフォーマットを示すことができるという点で、配信に影響を
及ぼすかまたは関係し得る。
【０１２２】
　データ82、84、86のこれらの1つまたは複数のセットおよびプロファイル48のうちの1つ
または複数から抽出されたデータセットに基づいて、MEPモジュール46は、上記で説明し
たように、宛先デバイス16へのマルチメディアコンテンツの配信を最適化するように、ブ
リッジ構成パラメータ64Bを判断する(108)。MEPモジュール46は、次に、上記で説明した
ように、ビデオコーデック38、ポストプロセッサユニット72A、プリプロセッサユニット7
2B、およびエディタユニット74のうちの1つまたは複数とインターフェースして、ブリッ
ジ構成パラメータ64Bを使用して上位レイヤブリッジ36Bを構成する(110)。しばしば、MEP
モジュール46は、これらの構成要素の各々によって提示されるAPIによって、これらの構
成要素とインターフェースする。
【０１２３】
　ソース通信チャネル13を介して、ソース通信チャネル13を確立したワイヤレスモデム40
のうちの1つ、たとえば、ソースモデム40Aは、上記で説明したように、第1のフォーマッ
トに従って符号化されたソースアプリケーション16からフォーマットされたマルチメディ
アコンテンツを受信し、このコンテンツを、フォーマットされたマルチメディアコンテン
ツ78Aとして制御ユニット50に転送する(112)。特に、データのセットの一部、たとえば、
ヘッダデータ80は、この受信したマルチメディアコンテンツ78Aから抽出でき、したがっ
て、図4に示すステップは、本開示に記載した技法の各例について連続するステップとし
て解釈されるべきではない。むしろ、これらのステップは、本開示で説明する様々な態様
に一致する任意の考えられる順序で行われ得る。したがって、本技法は、図4Aに関して説
明する例に限定されるべきではない。
【０１２４】
　制御ユニット50内に構成された上位レイヤブリッジ36Bは、上記で説明したように、フ
ォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Aを受信し、フォーマットされたマルチメ
ディアコンテンツ78Aを第1のフォーマットから第2の異なるフォーマットに変換する(114)
。変換されると、上位レイヤブリッジ36Bは、この変換されたマルチメディアコンテンツ
を、フォーマットされたマルチメディアコンテンツ78Bとしてモデム40Nに出力し、次いで
、モデム40Nは、この変換されたマルチメディアコンテンツを、宛先通信チャネル15を介
して宛先デバイス16に転送する(116)。このようにして、本技法は、第1のフォーマットを
サポートしないが、第2のフォーマットをサポートする宛先デバイスまたはアプリケーシ
ョンへの、ソースデバイスまたはアプリケーションから受信した第1のフォーマットに従
って符号化されたマルチメディアコンテンツのリアルタイムおよび/または電力効率的転
送を可能にする。
【０１２５】
　一度マルチメディアブリッジ36を構成し、次いで、第1のフォーマットから第2のフォー
マットへのマルチメディアコンテンツの変換を行うとして説明したが、MMS34は、新しい
ブリッジ構成パラメータ64と古いブリッジ構成パラメータ64の両方を断続的に定義および
再定義することができる。この点で、MMS34は、特定のコンテキスト、たとえば、アプリ
ケーション、チャネル、コンテンツ符号化、デバイスリソース利用、およびリアルタイム
ブリッジを与えることに関連する他の変数に適するように、マルチメディアブリッジ36を
動的に最適化するように、リアルタイムで変換を監視し、ブリッジ構成パラメータを適応
的に調整することができる。したがって、本技法は、本開示で与えられる例に限定される
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べきではない。
【０１２６】
　図5は、本開示で説明する技法を実装するモバイルデバイス118の例示的な実装形態を示
すブロック図である。図5の例に示すように、モバイルデバイス118は、モデムプロセッサ
120とメディアプロセッサ122とを含む。モデムプロセッサ120は、モデム124とモデムコン
トローラ126とをまとめて実装する1つまたは複数のプロセッサまたはコプロセッサを含む
ことができる。モデム124は複数のモデム124A～124Nを含むことができ、一方、モデムコ
ントローラ126は複数のトランスポートユニット128A～128N(「トランスポートユニット12
8」)を含むことができる。モデム124のうちの1つは、図5に示す方法でトランスポートユ
ニット128のそれぞれの1つに結合できる。組み合わされると、これらの結合されたモデム
124とトランスポートユニット128の各々は、モデム40として図1、図2Aおよび図2Bに示さ
れたものを含むことができる。したがって、モデムプロセッサ120は、複数のモデムを実
装する1つまたは複数のプロセッサを表すことができる。
【０１２７】
　メディアプロセッサ122は、MMS34と実質的に同様とすることができるMMS130を実装する
ことができる。MMS34と同様に、MMS130は、LMPモジュール132(「LMP132」)とMEPモジュー
ル134(「MEP134」)とを含む。MEP134は、プロファイル48と同様の複数のプロファイル136
A～136N(「プロファイル136」)をさらに含む。メディアプロセッサ122はまた、マルチメ
ディアコントローラ138(「MMコントローラ138」)と、アプリケーション処理ユニット140
と、マルチメディアハードウェア142(「MMハードウェア142」)とを含むことができる。
【０１２８】
　マルチメディアコントローラ138は、1つまたは複数のインターフェース、たとえば、AP
IをMMハードウェア142に与えることができる。マルチメディアコントローラ138は、たと
えば、音声エンコーダまたは「ボコーダ」ユニット144、オーディオ信号ユニット146、ビ
デオ信号ユニット148、ならびに様々なマルチメディアハードウェア142にインターフェー
スを与える追加のユニットを含むことができる。マルチメディアコントローラ138は、通
常、下位レイヤマルチメディアハードウェア142にマルチメディアコンテンツの高レベル
処理およびインターフェースを与える1つまたは複数のデジタル信号プロセッサ(DSP)を含
む。アプリケーション処理ユニット140は、図2Aのポスト/プリプロセッサユニット72Aな
ど、ポスト/プリプロセッサと、エディタユニット74など、エディタユニットとを実装す
るかまたは場合によっては表す、1つまたは複数の処理ユニットを含むことができる。マ
ルチメディアハードウェア142は、多くのマルチメディア動作を行うように設計された専
用ハードウェアを含むことができる。マルチメディアハードウェア142は、たとえば、オ
ーディオエンコーダハードウェア150(「オーディオエンコーダ150」)、ビデオコーデック
ハードウェア152(「ビデオコーデック152」)、画像コーデックハードウェア154(「画像コ
ーデック154」)、グラフィックス処理ユニット156(「GPU156」)およびディスプレイユニ
ットハードウェア158(「ディスプレイユニット158」)、ならびにオーディオ、ビデオ、画
像、ボイス、もしくは他の形態またはタイプのマルチメディアコンテンツを符号化または
復号するための他のタイプまたは形態のマルチメディアハードウェアを含むことができる
。
【０１２９】
　本開示で説明する技法の様々な態様によれば、LMP132はモデムプロセッサ120、より詳
細には、モデムプロセッサ120のモデムコントローラ126と通信することができる。LMP132
は、図2Aのソースチャネルデータ66および宛先チャネルデータ62など、ソースチャネルお
よび宛先チャネルに関係するデータを収集するために、モデムコントローラ126と通信す
るためのAPIまたは他のインターフェース(「図5に図示せず」)を含むことができる。LMP1
32は、このインターフェースを利用して、次いで、宛先チャネルデータに少なくとも基づ
いて、モデムコントローラ126を介してモデム124のうちの1つまたは複数を構成すること
ができる。モデム124のうちのこれらの1つまたは複数をそのように構成することによって
、LMP132は、上記で説明したように、下位レイヤブリッジ36Aなど、下位レイヤブリッジ
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を構成することができる。
【０１３０】
　MEP134は、プロファイル136から抽出されたデータのセットを含む、データの上述のセ
ットを判断し、図2Bのブリッジ構成パラメータ36Bなど、ブリッジ構成パラメータを判断
することができる。プロファイル136および前述のプロファイル48は、デバイスおよび/ま
たは特定のマルチメディアアプリケーションまたはエコシステムの特性を掲示するプロフ
ァイルを含むことができる。一例として、プロファイル136Aは、ワイヤレスディスプレイ
すなわちWDの規格化された、および/または、ある場合には、製造業者固有の特性を定義
するWDプロファイルを含むことができる。例示的な製造業者固有の特性は、解像度スケー
ラパラメータ、および色域、コントラスト比(contrast ration)、カラー階調、および2次
元機能対3次元機能(または立体的機能)など、ディスプレイパラメータを含むことができ
る。プロファイル136Bは、広く使用されているソーシャルネットワークの特性を定義する
ソーシャルネットワークプロファイルを含むことができる。プロファイル136Cは、規格化
された、および/または、ある場合には、メディアキャプチャデバイス(たとえば、カムコ
ーダ)の製造業者固有の特性を定義するメディアキャプチャデバイスプロファイルを含む
ことができる。プロファイル136Dは、規格化された、および/または、ある場合には、パ
ーソナルメディアプレーヤすなわちPMPデバイス(たとえば、MP3プレーヤ)の製造業者固有
の特性を定義するPMPプロファイルを含むことができる。プロファイル136Nは、規格化さ
れた、および/または、ある場合には、ゲーム機(たとえば、ハンドヘルドゲーム機など)
の製造業者固有の特性を定義するゲームプロファイルを含むことができる。
【０１３１】
　次いで、MEP134は、上記で説明したデータの1つまたは複数のセットに基づいて、LMP13
2によって判断されたブリッジ構成パラメータに加えて、ブリッジ構成パラメータを判断
する。MEP134は、マルチメディアコントローラ138のうちの1つまたは複数を呼び出して、
判断したブリッジ構成パラメータを用いてMMハードウェア142を構成することができる。M
EP134はまた、ブリッジ構成パラメータのうちの1つまたは複数をMMコントローラ138にロ
ードし、さらに、アプリケーション処理ユニット140とインターフェースして、上述の方
法でブリッジ構成パラメータを使用してアプリケーション処理ユニット140および/または
基礎をなすマルチメディアハードウェア142を構成することができる。このようにして、M
EP134は、モバイルデバイス118のメディアプロセッサ122など、制御ユニット内に上位レ
イヤブリッジを構成することができる。
【０１３２】
　図6は、MMS162が第1の例示的なフォーマットのメディアを第2の例示的なフォーマット
に変換ために本開示で説明する技法を実装するシステム160の概念図を示すブロック図で
ある。図6の例では、発信側またはソースデバイス164と宛先またはターゲットデバイス16
6とは、機能によってOSIモデルの3つのレイヤにセグメント化される。これらの3つのレイ
ヤは、上から下に、アプリケーションレイヤ、トランスポートレイヤおよびデータリンク
レイヤである。発信デバイス164内のアプリケーションレイヤで実行するのは、発信側ア
プリケーション168である。発信側アプリケーション168はマルチメディアを記憶するマル
チメディアアプリケーションを実装することができ、これは発信デバイス164の上に標示
された「記憶されたメディア」によって図6に示されている。ターゲットアプリケーショ
ン170内のアプリケーションレイヤで実行するのは、ターゲットアプリケーション170であ
る。ターゲットアプリケーションはマルチメディアコンテンツをストリーミングするマル
チメディアアプリケーションを実装することができ、これはターゲットデバイス166の上
に標示された「ストリーミングメディア」によって図6に示されている。
【０１３３】
　それぞれ、発信側デバイス164およびターゲットデバイス166内の発信側アプリケーショ
ン168およびターゲットアプリケーション170の下には、それぞれ、ビデオおよびオーディ
オデコーダおよびエンコーダがある。これらのデコーダおよびエンコーダは、発信側デバ
イス164およびターゲットデバイス166の各々が専用化される記憶およびストリーミングア
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プリケーションを可能にするために、それぞれ、発信側アプリケーション168およびター
ゲットアプリケーション170からの情報を処理することができる。この点で、発信側デバ
イス164およびターゲットデバイス166は、それぞれ専用または固定の機能または動作のセ
ットを各々与える、専用マルチメディアデバイスを表すことができる。発信側デバイス16
4は、たとえば、マルチメディアを記憶するカムコーダまたはデジタルメディアプレーヤ
を含むことができる。ターゲットデバイス166は、衛星ラジオデバイス、ワイヤレステレ
ビジョン、およびボイスオーバIP(VoIP)デバイスまたは電話など、マルチメディアをスト
リーミングするための専用デバイスを含むことができる。
【０１３４】
　トランスポートレイヤに関して、発信側デバイス164は上述のMP4ファイルフォーマット
をサポートし、一方、ターゲットデバイス166はRTP、UDPおよびIPトランスポートをサポ
ートする。この例では、発信側デバイス164は、ターゲットデバイス166によってサポート
されるものと重複しないトランスポートの異なるセットをサポートする。したがって、発
信側デバイス164を、ターゲットデバイス166とは異なるマルチメディアエコシステムの一
部であると考えることができる。トランスポートレイヤの下には、データリンクレイヤが
ある。このデータリンクレイヤに関してモデムのタイプが明示的に指定されていないが、
発信側デバイス164およびターゲットデバイス166の各々は、同様に、異なるタイプのモデ
ムをサポートするかまたは場合によっては含むことができ、これらのデバイス164、166が
属する2つの異種マルチメディアエコシステムをさらに分化する。
【０１３５】
　上記で説明したように、MMS162は、異種マルチメディアエコシステム中に存在するこれ
らの2つのデバイス間のマルチメディアブリッジを与えることができる。MMS162は、図6に
関して示した例では、異なるトランスポートレイヤフォーマットをブリッジする上位レイ
ヤブリッジを構築するために上述の動作を行うMEP172を含むことができる。MMS162はまた
、図6に示した例では、異なるデータリンクレイヤプロトコルをブリッジする下位レイヤ
ブリッジを構築するために上述の動作を行うLMP174を含むことができる。したがって、OS
Iモデルのレイヤに関して、上位レイヤブリッジは下位レイヤブリッジよりも「高い」。O
SIモデルのトランスポートおよびデータリンクレイヤに関して説明したが、本技法は、OS
Iモデルの任意の2つ以上のレイヤに関して実装できる。
【０１３６】
　図7は、OSIモデルのプロトコルレイヤに従って構成された例示的なMMSの機能を示すブ
ロック図である。図7の例の左側に示すように、OSIモデルの7つのレイヤを、レイヤ176A
～176G(「レイヤ176」)と掲示している。図7の例の右側に、MMSを実装するモバイルデバ
イスの機能を、レイヤ176の各々に分割して示している。
【０１３７】
　レイヤ176Aは、7つのうちの最も低いレイヤを含み、物理レイヤ176Aと呼ばれる。一般
に、物理レイヤ176Aに属する動作は、通信媒体とインターフェースすることに備えた、変
調とチャネルコーディングとを含む。レイヤ176Bは、レイヤ176Aのすぐ上にあり、データ
リンクレイヤ176Bと呼ばれる。データリンクレイヤ176Bに準拠するために、媒体アクセス
を処理し、FECを実装するための動作が一般に行われる。レイヤ176Cは、OSIモデルではレ
イヤ176Bのすぐ上にあり、ネットワークレイヤ176Cと呼ばれる。ネットワークレイヤ176C
に準拠するために、ルーティング、転送、アドレス指定、インターネットワーキング、誤
り処理、輻輳制御、およびパケット順序付けを可能にするかまたは場合によっては容易に
するための動作が一般に行われる。レイヤ176Cの上には、トランスポートレイヤ176Dと呼
ばれることがある、レイヤ176Dがある。
【０１３８】
　トランスポートレイヤ176D内に含まれる動作は、(たとえば、レイヤ176Dの上の動作に
透過的な)透過的なデータ転送とエンドツーエンド誤り復元およびフロー制御とを含む。
レイヤ176Dの上には、セッションレイヤ176Eと呼ばれることがある、レイヤ176Eがある。
セッションレイヤ176Eは、接続協調を可能にするかまたは場合によっては容易にするため
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の動作を含むことができる。レイヤ176FはOSIモデルではレイヤ176Eの上にあり、レイヤ1
76Fは、プレゼンテーションレイヤまたは構文レイヤ176Fと呼ばれることがある。構文レ
イヤ176Fは、暗号化、同期ならびに符号化および復号を可能にするかまたは場合によって
は容易にするための動作を含むことができる。レイヤ176Fの上には、アプリケーションレ
イヤ176Gと呼ばれることがある、最も高いレイヤ、レイヤ176Gがある。アプリケーション
レイヤ176G内にアプリケーションが常駐することができる。
【０１３９】
　これらのレイヤ176に関して、様々な動作または機能が、これらのレイヤの右側に示さ
れている。これらの機能は、図1～図2のモバイルデバイス12および/または図5のモバイル
デバイス118など、本開示で説明する技法に従ってMMSを実装するモバイルデバイスによっ
て行われる機能に対応することができる。説明するために、物理レイヤ176A内に、様々な
ブロードキャストチューナー、ワイヤレスアクセスネットワーク(WAN)インターフェース
、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)インターフェース、ワイヤレスパーソナ
ルエリアネットワーク(WPAN)インターフェース、および周辺インターフェースによって一
般に行われる動作が属し得る。データリンクレイヤ176B内に、ブロードキャスト規格、WA
Nインターフェース、WLANインターフェースおよびWPANインターフェースによって行われ
る機能が属し得る。ネットワークレイヤ176C内に、インターネットプロトコル(IP)、MPEG
-2 Transport Stream(TS)の部分、およびリアルタイム転送プロトコル(RTP)、制御プロト
コル(RTCP)およびリアルタイムストリーミングプロトコル(RTSP)を含むストリーミングプ
ロトコルによって行われる機能が属し得る。レイヤ176D内に、RTP/UDP、MPEG-2 TSの部分
、および(非MPEG-2トランスポートプロトコルである)Forward Link Only(FLO)トランスポ
ートプロトコルを含むブロードキャストトランスポートプロトコルによって行われる機能
が属し得る。セッションレイヤ176Eと構文レイヤ176Fの両方の内の機能について、MMSに
よって実装される機能に関して以下で説明する。アプリケーションレイヤ176G内に、プラ
ットフォームソフトウェア、ウェブサービスおよびインターネットツール、コンテンツ管
理、ユーザインターフェースおよびアプリケーションプログラマインターフェース(API)
など、複数のアプリケーションによって行われる機能が属する。
【０１４０】
　特に、プロトコルブリッジおよび協働QoS機能178A(「MMS機能178A」)として図7に示し
た破線ボックスによってMMS機能が表されている。また、追加のMMS機能が、同じく破線ボ
ックスによって示されているMMS機能178B～178Dとして図7に示されている。MMS機能178A
は、レイヤ176B～176Dおよび176Fにわたり、本開示で説明する技法によるMEPとLMPの両方
を実装するMMSによって行われる機能を表すことができる。前述したように、本技法は、
その結果MMSがMEPおよびLMPのうちのただ1つを実装し得るこの例に限定されるべきではな
い。
【０１４１】
　MMS機能178Aは、データリンクレイヤ176Bに属する機能(WPAN機能など)、ネットワーク
レイヤ176Cに属する機能(上位レイヤプロトコルの承認制御および帯域幅予約機能など)、
トランスポートレイヤ176Dに属する機能(トランスポート支援マルチレイヤエラー管理機
能など)、および構文レイヤ176Fに属する機能(マルチメディアコーデックのレート制御/
適応、エラー隠蔽、およびデジタル著作権管理(DRM)機能など)を含む。MMS機能178Bは、
一般にウェブ/インターネットサーバによって行われる機能を含む。MMS機能178Cは、一般
に、暗号化、許可、および認証など、機械対機械の通信を可能にするために必要とされる
機能を含むことができる。MMS機能178Dは、デバイス管理に関与する機能を含むことがで
きる。
【０１４２】
　図6のMMS162などのMMSは、マルチメディアエコシステム間通信を可能にするために協働
QoSをもつプロトコルブリッジを与えるために、これらの様々な機能を実装することがで
きる。MMS162は、マルチメディアエコシステム間のマルチメディアコンテンツの配信を最
適化するように、上述の方法でレイヤ176にわたる結合したブリッジを与えるために、こ
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れらの様々なレイヤ内で動作することができる。この最適化は、上記で説明したように、
異種マルチメディアエコシステムのデバイス間のマルチメディアコンテンツの効率的なリ
アルタイム転送を達成することを対象とする最適化を含むことができる。追加的または代
替的に、この最適化は、同じく上記で説明したように、利用可能な電力など、デバイスリ
ソースの効率的な利用として指示される最適化を含むことができる。この電力効率的な最
適化は、MMSを実装するモバイルデバイスに関して、特に有益であり得る。
【０１４３】
　図8は、本開示で説明する技法による、モバイルデバイス182がMMS184を実装する例示的
なシステム180を示すブロック図である。MMS184を実装することによって、モバイルデバ
イス182は、デバイスの第1のセット186A～186Dのうちの1つまたは複数とデバイスの第2の
セット186E～186Gのうちの1つまたは複数との間のマルチメディアコンテンツの通信を可
能にするために、事実上、マルチメディアルータとして働くことができる。MMS184はまた
、接続性モジュール188およびセンサモジュール190、ならびにインターネットなどの公衆
ネットワーク192との通信を可能にすることができる。
【０１４４】
　図8の例は、これらのデバイス186A～186Dが相互接続性モジュール194を介してデバイス
186E～186Gと、接続性モジュール188と、センサモジュール190と、公衆ネットワーク192
とに結合することが示されている、システム180の概念図を表す。これは、モバイルデバ
イス182が相互接続性モジュール194を与えることができる概念表現であり、MMS184は、概
念上の相互接続性モジュール194を介して最適化された形態の相互接続性を与えるように
本明細書で説明する技法に従って相互接続性モジュール194を構成することができる。
【０１４５】
　MMS184は、デバイスの第1のセット186A～186Dのうちの1つまたは複数とデバイスの第2
のセット186E～186Gのうちの1つまたは複数との間の相互接続性を与えることができる。
デバイス186A～186G(「デバイス186」)は、それぞれ、ポータブルデバイス、コンピュー
ティングデバイス、ゲーム機、独立型受信機/デコーダ(IRD)、記憶デバイス、ディスプレ
イデバイス、および周辺デバイスを含むことができる。記憶デバイス186Eおよび周辺デバ
イス186Gのうちの1つまたは複数は、ワイヤードインターフェースを通して通例アクセス
されるデバイスがこれらのデバイス186E、186Gと対話するためのワイヤレスインターフェ
ースを与えるワイヤレスドッキングモジュールを含むことができる。ディスプレイデバイ
ス186Fはまた、他のデバイスとインターフェースするための、ワイヤードではない、ワイ
ヤレスインターフェースを与えるためのワイヤレスアダプタを含むことができる。
【０１４６】
　接続性モジュール188は、2つのデバイス間の接続性を与えるモジュールを含むことがで
き、したがって、相互接続性モジュール194と図8に示されていない別のデバイスとの間の
接続性を与えるモジュールを表す。センサモジュール190は、2つの例として、カムコーダ
および/またはマイクロフォンなど、センサを含むモジュールを表すことができる。いず
れの場合も、MMS184は、ワイヤードインターフェースまたはワイヤレスインターフェース
を通してデバイス186の第1のセットと第2のセットとの各々のうちの任意の1つまたは複数
を上述の方法で相互接続する相互接続性モジュール194を与えることができる。
【０１４７】
　たとえば、MMS184は、相互接続性モジュール194を介してデバイス186、接続性モジュー
ル188およびセンサモジュール190の各々を発見することができる。MMS184は、公衆ネット
ワーク192を検出し、公衆ネットワーク192内のマルチメディアサーバの、ユニフォームリ
ソースロケータ(URL)またはHTTPアドレスの形態のウェブアドレスまたはインターネット
アドレスなどのアドレスについて、モバイルデバイス182のユーザまたは他のオペレータ
にプロンプトを出すようにさらに構成できる。代替的に、MMS184は、ビデオサーバまたは
データサーバなど、公衆ネットワーク192内の選択されたマルチメディアサーバにアクセ
スするように事前構成できる。いずれの場合も、モバイルデバイス182は、リストからこ
れらのデバイスのうちの2つ以上を選択するためにユーザが対話することができるユーザ
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インターフェースを提示することができる。
【０１４８】
　ユーザがコンピューティングデバイス186Bのうちの1つとディスプレイデバイス186Fの
うちの1つとを選択すると仮定すると、MMS184は、これらの2つのデバイス間の上述のマル
チメディアブリッジを確立し、特定のアプリケーション、たとえば、リアルタイムストリ
ーミングを可能にし、電力消費量を低減するように、このブリッジを最適化することがで
きる。ユーザは、ブリッジを構成するためにMMS184とさらに対話する必要がないので、MM
S184は、この点でブリッジをシームレスに構成することができる。しかしながら、ユーザ
は、ソースコンテンツを選択するためにモバイルデバイス182と対話し続け、場合によっ
ては、マルチメディアコンテンツを送信し始めるようにコンピューティングデバイス186B
のうちの1つにプロンプトを出すことができる。
【０１４９】
　ある場合には、マルチメディアコンテンツは、コンピューティングデバイス186Bのうち
の選択された1つによって表示される現在のインターフェースを含むことができる。MMS18
4は、ディスプレイデバイス186Fのうちの選択された1つの上で表示するためにこのインタ
ーフェースを効率的に変換するようにマルチメディアブリッジを構成することができる。
その上、MMS184は、高精細度テレビジョン(HDTV)などのディスプレイデバイス上でのこの
インターフェースの視覚的提示を改善するために、この変換を実行するようにブリッジを
構成することができる。
【０１５０】
　この点で、MMS184は、第1のマルチメディアエコシステム中で生成されたインターフェ
ースの表示を、異なる第2のマルチメディアエコシステムのデバイス上で「最適化」する
ようにマルチメディアブリッジを構成することができる。たとえば、MMS184は、ソースお
よび宛先デバイスおよび/またはアプリケーションのタイプおよび/または特性、ワイヤレ
スチャネルの特性、およびメディアが意図されるアプリケーションのタイプが与えられれ
ば、最適変換を与えるように上述の方法でブリッジ構成パラメータを選択することができ
る。この意味で、MMS184はブリッジを「最適化」することができる。MMS184は、現在判断
されているチャネル特性が与えられれば、このインターフェース、たとえば、ユーザイン
ターフェースを効率的な方法で転送するようにマルチメディアブリッジを構成することも
できる。どちらの態様でも、MMS184は、異なるマルチメディアエコシステムからのデバイ
ス上でのインターフェースの表示を改善し、場合によっては誤りを低減する方法で表示の
配信を最適化することによって、楽しみの品質を改善することができる。
【０１５１】
　その上、MMS184は、モバイルデバイス182が、3つ以上のデバイス間の複雑なブリッジを
様々なインタラクティブな形で与えることを可能にすることができる。ユーザは、上記で
説明したように、ユーザインターフェースを介してこれらの3つ以上のデバイスを選択す
ることができ、3つ以上のデバイスを選択すると、MMS184は、ユーザインターフェースを
介して、ユーザが望むこれらのデバイスの対話を指定するようにユーザにプロンプトを出
すことができる。代替的に、または上記のアクティブ選択に関連して、コンテンツのタイ
プまたは特定のデバイスの他の特性が与えられれば、MMS184は、コンテキストを通して、
または間接的に対話を判断することができる。
【０１５２】
　コンピューティングデバイス186Bのうちの1つがディスプレイデバイス186Fのうちの1つ
の上で表示するためのインターフェースを与える上記の例を拡張して、ユーザはまた、ポ
ータブルデバイス186Aのうちの1つを選択すると仮定する。ユーザがこの選択を行うと仮
定すると、MMS184は、ユーザインターフェースを介して、対話を指定するか、または場合
によっては対話のタイプを間接的に判断するようにユーザにプロンプトを出すことができ
る。
【０１５３】
　たとえば、選択されたポータブルデバイス186Aのうちの1つがMP3プレーヤを含む場合、
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MMS184は、MP3プレーヤからのオーディオマルチメディアコンテンツを、コンピューティ
ングデバイス186Bのうちの選択された1つからのインターフェースマルチメディアコンテ
ンツと組み合わせるように、ブリッジを構成することができる。この場合、MMS184は、ソ
ースコンテンツの相違、たとえば、一方がオーディオであり、他方がビデオであることか
ら対話のタイプを認識することがあるので、MMS184は、対話のタイプについてユーザにプ
ロンプトを出さないことがある。MMS184は、これらを1つのストリーム中に一緒に符号化
するか、またはこれらを2つ以上のストリームとして別々に送信することができる。別々
に符号化するという決定、または1つとして符号化するという決定は、MMS184がプロファ
イルを維持することができる、選択されたターゲットまたはソースデバイスおよび/また
はアプリケーション、たとえば、ディスプレイデバイス186Fのうちの選択された1つに部
分的に依存し得る。事実上、MMS184は、インターフェースマルチメディアコンテンツを介
してオーディオマルチメディアコンテンツを階層化することができる。
【０１５４】
　別の例として、ポータブルデバイス186Aのうちの1つが選択され、しかしながら、オー
ディオのみを再生するMP3プレーヤとは異なり、ビデオとオーディオとを再生することが
可能なパーソナルメディアプレーヤを含み、ユーザがディスプレイデバイス186Fのうちの
選択された1つにブリッジするビデオマルチメディアコンテンツを選択した場合、MMS184
は対話のタイプについてユーザにプロンプトを出すことができる。すなわち、MMS184は、
これらのマルチメディアコンテンツの両方を単一のディスプレイデバイス上にどのように
表示するかについてユーザにプロンプトを出すことができる。一態様では、MMS184は、デ
ィスプレイデバイス186Fのうちの選択された1つによってサポートされる場合はピクチャ
インピクチャ(PIP)、従来のコンピュータ上で現在実行しているプログラム間で変更する
こととほとんど同様に、ユーザが2つの間で交換することを可能にする「二者択一」表示
オプション、または、水平分割表示または垂直分割表示、およびオーバーレイ/アンダー
レイなど、任意の他の表示オプションなど、表示オプションのリストを与えることができ
る。
【０１５５】
　別の例では、ユーザは、ターゲットとしてディスプレイデバイス186Fのうちの2つ以上
を選択し、ソースとしてコンピューティングデバイス186Bのうちの単一の1つを選択する
ことができる。次いで、MMS184は、ディスプレイデバイス186Fのうちの2つ以上の選択さ
れたデバイス上にソースマルチメディアコンテンツをどのように表示するかについて、ユ
ーザにプロンプトを出すことができる。MMS184は、ディスプレイデバイス186Fの2つ以上
の選択されたデバイス上にソースマルチメディアコンテンツを同時に表示するように、た
とえばコンテンツをマルチキャストすることができる。MMS184は、代替的に、1つのディ
スプレイ上にソースコンテンツの半分を表示し、別のディスプレイ上にソースコンテンツ
の半分を表示することができる。この場合、MMS184は、ディスプレイデバイス186Fのうち
の異なる選択されたデバイス上に表示するように、各半分を最適化することができる。
【０１５６】
　接続性の様々なタイプおよび形態を示すためにいくつかの例について上記で説明したが
、本技法はこれらの例のいずれにも限定されるべきではない。そうではなく、本技法は、
モバイルデバイス182などのモバイルデバイスが、1つまたは複数の選択されたソースマル
チメディアデバイスおよび/またはアプリケーションから受信されたソースコンテンツを
変換するマルチメディアブリッジを与え、この変換されたソースコンテンツを1つまたは
複数の選択された宛先またはターゲットマルチメディアデバイスおよび/またはアプリケ
ーションに転送することを可能にすることができる。
【０１５７】
　その上、モバイルデバイス182は、それ自体がディスプレイデバイスを含むことができ
、いくつかの態様では、周辺デバイスとして含むことができる。たとえば、モバイルデバ
イス182は、ソースコンテンツを受信し、このコンテンツを変換し、ディスプレイデバイ
ス186Fのうちの選択された1つに転送するのと同時に、モバイルデバイス182上に表示する
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ためにこのソースコンテンツを変換することができる。次いで、モバイルデバイス182は
、タッチスクリーンまたは他のインターフェースを介してユーザから入力を受信し、ソー
スデバイス/アプリケーションから受信されたコンテンツを、一例として、カーソルまた
は他の位置識別子を用いて両方とも更新することができる。図2Bのモバイルデバイス12に
関して、エディタユニット74は、更新されたマルチメディアコンテンツを生成するために
、この識別子を導入することができる。次いで、この更新されたマルチメディアコンテン
ツは、変換でき、次いで、更新されたマルチメディアコンテンツを提示することができる
宛先デバイス/アプリケーションに転送できる。これは、モバイルデバイス182などのモバ
イルデバイスが、ディスプレイデバイス186Fなど、煩雑なインターフェースを有するデバ
イス上に表示されるコンテンツを、ユーザが対話することができるアクセス可能インター
フェースに与えることを可能にすることができる。
【０１５８】
　さらに、MMS184によって確立されたマルチメディアブリッジは、ユーザによって行われ
たソースデバイス/アプリケーション選択と通信するために、ソースデバイス/アプリケー
ションへのバックチャネルまたは他の通信セッションを与えるか、あるいは現在配信され
ているソースコンテンツを更新、改変、または変更するために、ソースデバイス/アプリ
ケーションとの他の対話性を与えることができる。MMS184は、ユーザがソースコンテンツ
と対話することができる十分に機能しているインターフェースを与えることができるので
、モバイルデバイス182が、煩雑なインターフェースを有するデバイス/アプリケーション
のためのインターフェースを与える場合、これは特に有用であり得る。
【０１５９】
　たとえば、ユーザは、公衆ネットワークおよび「ポート」を介してコンピューティング
デバイスにアクセスするか、またはモバイルデバイス182のMMS184を介してこのタイプの
限定されたインターフェースディスプレイデバイスにこのインターフェースマルチメディ
アコンテンツを転送することができる。このインターフェースマルチメディアコンテンツ
は、通常オペレーティングシステムによって生成されるユーザインターフェースを含むこ
とができる。MMS184は、ディスプレイデバイス186Fのうちの1つなどのディスプレイデバ
イスを介してこのインターフェースマルチメディアコンテンツを提示するために、上述の
方法でマルチメディアブリッジを確立することができる。MMS184は、ユーザがディスプレ
イを介して提示されたインターフェースマルチメディアコンテンツと対話することができ
るインターフェースとしてモバイルデバイス182を有効にするために、マルチメディアブ
リッジモバイルデバイス182内に組み込まれ得る。上記で説明したように、MMS184は、カ
ーソルなどの位置または位置識別子を用いてインターフェースマルチメディアコンテンツ
を更新するようにブリッジを構成することができる。
【０１６０】
　ユーザはまた、デスクトップ上のユーザインターフェースマルチメディアコンテンツの
アイコンなどのインターフェースの一部分を選択することができ、その後、MMS184はバッ
クチャネル通信を使用してその選択をソースデバイス/アプリケーションに返すことがで
きる。この選択に応答して、コンピューティングデバイスは、ユーザによる選択を反映す
るために、たとえば、アイコンによって表される選択されたプログラムを実行することに
応答してインターフェースマルチメディアコンテンツを更新することによって、この例で
はインターフェースマルチメディアコンテンツを含むソースコンテンツを更新することが
できる。この意味で、MMS184は、マルチメディアコンテンツの変換および送信を可能にし
、ならびに、ターゲットデバイス/アプリケーションを介して表示されるときにこのマル
チメディアコンテンツと対話するためのインターフェースを与えるように、ブリッジを構
成することができる。
【０１６１】
　ソースデバイスまたはプロバイダデバイス、および宛先デバイスまたはターゲットデバ
イスに関して上記で説明したが、本技法は、様々な態様において、ソースおよび/または
宛先デバイスがそれぞれ、本開示で説明する技法を実装する別のモバイルデバイスまたは
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他のデバイスを含むように実装できる。言い換えれば、本技法を実装する、たとえばMMS
を含む1つまたは複数のデバイスは、各MMSが変換の一部分を実装する方法で、1対1または
1対多で互いに連結できる。
【０１６２】
　たとえば、第1のモバイルデバイス内に含まれる第1のMMSがソースデバイスと通信し、
その後第1のMMSは次いで第2のモバイルデバイス内に含まれる第2のMMSと通信する。次い
で、この第2のMMSは宛先デバイスと通信する。第1のMMSに関して、第2のモバイルデバイ
スは宛先デバイスを表すことができ、その結果、真のソースデバイスと第2のモバイルデ
バイスとの間のマルチメディアブリッジを与えるために、第1のMMSは本技法を実装するこ
とができる。第2のMMSに関して、第1のMMSはソースデバイスを表すことができ、その結果
、第1のモバイルデバイスと真の宛先デバイスとの間のマルチメディアブリッジを与える
ために、第2のMMSは本技法を実装することができる。したがって、ソースデバイスおよび
宛先デバイスへの上記の参照は、上記でソースデバイスおよび宛先デバイスであるとして
説明したそれらのデバイスだけでなく、本開示で説明する技法を実装する他のデバイスを
参照することもできる。
【０１６３】
　この形態の連結は、様々な利益を可能にすることができる。ある場合には、上記の例を
参照すると、第1のMMSと第2のMMSとは、変換を2つのステップに分割し、それによってリ
ソース利用に関する負荷を共有するように連結を形成することができる。その上、これら
の2つのMMSのうちの1つがモバイルデバイス内に常駐し、別のMMSが固定デバイス内に常駐
する場合、これらのMMSは、固定されたMMSのうちの1つへの変換の電力を消費している部
分をオフロードするようにマルチメディアブリッジを構成することができる。
【０１６４】
　別の場合には、上記の例を再び参照すると、第1のMMSと第2のMMSとは、MMSのうちの単
一の1つが単独では実行することができない変換を可能にするように連結を形成すること
ができる。1つのMMSは、たとえば、リアルタイムで最適な変換を行うために十分なリソー
スを含まないことがある。しかしながら、連結によって、これらの2つのMMSは負荷を分割
し、それによって最適な変換を達成することが可能になり得る。別の例として、第1のMMS
は特定のフォーマットをサポートすることができないが、第2のMMSはこの特定のフォーマ
ットをサポートすることができる一方で、第2のMMSはソースデバイスにアクセスする範囲
にないか、または、ソースデバイスにアクセスすることが可能でないか、あるいはソース
デバイスがマルチメディアコンテンツを与えるフォーマットをサポートすることができな
い。次いで、第1のMMSは、宛先デバイスによって受け付けられるフォーマットにマルチメ
ディアコンテンツを変換するためにマルチメディアブリッジを与えるように、第2のMMSと
の連結を形成することができる。この点で、MMSを連結することは、変換およびしばしば
最適な変換を行うために有益であり得る。
【０１６５】
　図9は、モバイルデバイス196が本開示で説明する技法によるMMS198を実装する別の例示
的なシステム195を示すブロック図である。MMS198は、図8に示すMMS184と実質的に同じで
あり得る。その上、システム195は、図9のモバイルデバイス196がポータブルデバイス186
A、コンピューティングデバイス186B、ゲーム機186CおよびIRD186Dと通信することができ
るのではなく、これらのデバイス186A～186Dまたはその機能を含むことができることを除
いて、図8に示すシステム180と実質的に同様であり得る。この点で、モバイルデバイス19
6は、モバイルデバイス196内に組み込まれるかまたは含まれるこれらのデバイスの機能を
実装するデバイスまたはモジュールのためのマルチメディアブリッジを与えるように、MM
S198を実装することができる。多くの他の点で、MMS198は、図8に関して上記で説明した
ように、実質的にMMS180と同様に機能することができる。
【０１６６】
　本明細書でソースデバイスと宛先デバイスとに関して本開示全体にわたって説明したが
、本技法は、上記で説明したように、一般に第1のアプリケーションと第2のアプリケーシ
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ョンとに適用することができる。アプリケーションは、ソースデバイスと宛先デバイス、
ならびに、ハードウェアまたはハードウェアとソフトウェアとの組合せのいずれかにおい
て実装された、ソースコンテンツを与えるかまたはマルチメディアコンテンツを消費する
任意の他のアプリケーションを含むことができる。説明のために、ソースコンテンツを与
えるアプリケーションはソースアプリケーションと呼ばれ、ソースコンテンツを消費する
アプリケーションは宛先アプリケーションと呼ばれる。しかしながら、これらの用語は以
下で請求する技法への限定と解釈されるべきではない。
【０１６７】
　本明細書で説明した技術は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそ
れらの任意の組合せで実装できる。モジュール、ユニット、または構成要素として説明す
る特徴は、集積論理デバイスに一緒に、または個別であるが相互運用可能な論理デバイス
として別々に実装できる。場合によっては、様々な特徴は、集積回路チップまたはチップ
セットなどの集積回路デバイスとして実装できる。ソフトウェアで実装した場合、本技法
は、実行されると、上記で説明した方法の1つまたは複数をプロセッサに実行させる命令
を備えるコンピュータ可読媒体によって少なくとも部分的に実現できる。
【０１６８】
　コンピュータ可読媒体は、パッケージング材料を含むことがある、コンピュータプログ
ラム製品の一部をなすことができる。コンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ
(RAM)、同期ダイナミックランダムアクセスメモリ(SDRAM)、読取り専用メモリ(ROM)、不
揮発性ランダムアクセスメモリ(NVRAM)、電気消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(
EEPROM)、フラッシュメモリ、磁気または光学データ記憶媒体などのコンピュータデータ
記憶媒体を備えることができる。本技法は、追加または代替として、命令またはデータ構
造の形態でコードを搬送または伝達し、コンピュータによってアクセス、読取り、および
/または実行できるコンピュータ可読通信媒体によって、少なくとも部分的に実現できる
。
【０１６９】
　コードまたは命令は、1つまたは複数のDSP、汎用マイクロプロセッサ、ASIC、フィール
ドプログラマブル論理アレイ(FPGA)、または他の等価な集積またはディスクリート論理回
路など、1つまたは複数のプロセッサによって実行できる。したがって、本明細書で使用
する「プロセッサ」という用語は、前述の構造、または本明細書で説明する技法の実装に
好適な他の構造のいずれかを指すことがある。さらに、いくつかの態様では、本明細書で
説明する機能を、専用のソフトウェアモジュールまたはハードウェアモジュールの内部に
与えることができる。本開示はまた、本開示で説明した技法の1つまたは複数を実装する
回路を含む様々な集積回路デバイスのいずれかを企図する。そのような回路は、単一の集
積回路チップ、またはいわゆるチップセット中の複数の相互運用可能な集積回路チップで
提供できる。そのような集積回路デバイスは様々な適用例において使用でき、適用例のい
くつかは携帯電話ハンドセットなどのワイヤレス通信デバイスでの使用を含む。
【０１７０】
　本開示の様々な例について説明した。これらおよび他の例は以下の特許請求の範囲の範
囲内にある。
【符号の説明】
【０１７１】
　　12　モバイルデバイス
　　14　ソースデバイス
　　16　宛先デバイス
　　18　ソースアプリケーション
　　22　モデム
　　28　モデム
　　32　宛先アプリケーション
　　36　マルチメディアブリッジ
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　　38　ビデオコーデック
　　40　モデム
　　48　プロファイル
　　50　制御ユニット
　　52　ユーザインターフェース(UI)モジュール
　　54　無線周波数フロントエンド(RFFE)ユニット
　　56　ベースバンドプロセッサ
　　58　Media Access Control(MAC)ユニット
　　60　トランスポートユニット
　　62　宛先チャネルデータ
　　64　ブリッジ構成パラメータ
　　66　ソースチャネルデータ
　　70　リソースマネージャモジュール
　　72A　後処理ユニット
　　72B　前処理ユニット
　　74　エディタユニット
　　76　共有記憶ユニット
　　78A　フォーマットされたマルチメディアコンテンツ
　　78B　フォーマットされたマルチメディアコンテンツ
　　80　ヘッダデータ
　　82　チャネルデータ
　　84　リソースデータ
　　118　モバイルデバイス
　　120　モデムプロセッサ
　　122　メディアプロセッサ
　　124　モデム
　　126　モデムコントローラ
　　128　トランスポートユニット
　　136　プロファイル
　　138　マルチメディアコントローラ
　　140　アプリケーション処理ユニット
　　142　マルチメディアハードウェア
　　144　ボコーダユニット
　　146　オーディオ信号ユニット
　　148　ビデオ信号ユニット
　　150　オーディオエンコーダハードウェア
　　152　ビデオコーデック
　　154　画像コーデックハードウェア
　　158　ディスプレイユニットハードウェア
　　168　発信側アプリケーション
　　170　ターゲットアプリケーション
　　176A　物理レイヤ
　　176B　データリンクレイヤ
　　176C　ネットワークレイヤ
　　176D　トランスポートレイヤ
　　176E　セッションレイヤ
　　176F　構文レイヤ
　　176G　アプリケーションレイヤ
　　180　システム
　　182　モバイルデバイス
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　　184　MMS
　　186　デバイス
　　186A　ポータブルデバイス
　　186B　コンピューティングデバイス
　　186C　ゲーム機
　　186D　IRD
　　186E　記憶デバイス
　　186F　ディスプレイデバイス
　　186G　周辺デバイス
　　188　接続性モジュール
　　190　センサモジュール
　　192　公衆ネットワーク
　　194　相互接続性モジュール
　　195　システム
　　196　モバイルデバイス
　　198　MMS

【図１】 【図２Ａ】
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